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旭小学校の「タイムカプセル掘り起こし実行委員会
（山口幸一実行委員長）」は、昭和５８年１０月に行った同
小学校の創立９０周年記念事業で校庭に埋設したタイム
カプセルを２５年の時を経て、参加者約１５０人が見守る中、
掘り起しを行いました。タイムカプセルの中には、当
時在校した小学１年生から卒業した中学１年生までの
児童生徒およそ６５０人の作文や絵、学校の貴重な資料な
どが入れられており、自分や子どもの作品を手にした
参加者は、幼い当時を懐かしみながら、思い出話に花
を咲かせていました。

2月 1日現在人口災害・事故件数（1月）納税に関するお知らせ（3月）

人口 ６５，１００人（＋１３）
男 ３２，７５０人（＋９）
女 ３２，３５０人（＋４）

世帯数 ２３，９９５ （＋９）

■火災・救急出動件数�火災４件
（４件）、救急１７０件（１７０件）
■事故件数�交通事故３０件（３０
件）、負傷者３８人（３８人）、死者０
人（０人）※（）はＨ２１．１～の累計

�

�

■夜間納税相談

日時　１０日�・２６日�
　　　午後５時～８時
場所　収納課、国保年金課

■市税の納め忘れはありません

か？市税や国保税、後期高齢者
医療保険料は、各サービスセン
ターでも納めることができます。

お問合せ 収納課　直通�９８２･５１１３、国保年金課　直通�９８２･９５３８

2/8�　旭小学校タイムカプセルの掘り起こし
【主な内容】　　　　　　　　　　　　　　　ページ
�　STOP！公園内のいたずら・迷惑行為  ‥‥‥‥②
�　集合狂犬病予防注射と新規登録のお知らせ  ‥ ③
�　国保税・後期高齢者医療保険料のお知らせ  ‥ ④
�　シリーズ認知症 Vol.３  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥⑤
�　新型インフルエンザに備えて  ‥‥‥‥‥‥‥⑧
【募　集】
�　生涯学習人材バンク登録者・団体、自然観察教室

参加者、稲作・畑の作業受委託希望者  ‥‥‥⑩
�　市民まつり一般参加団体・出演者  ‥‥‥‥‥‥⑳
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広報よしかわ　２００９年３月号　　2

公
園
施
設
の
破
壊
行
為
は
「
犯
罪
」

　

憩
い
の
場
で
あ
る
は
ず
の
公
園
で
、今
、

　

・
建
物
へ
の
落
書
き

　

・
ガ
ラ
ス
窓
や
遊
具
の
破
壊

　

・
火
の
不
始
末

な
ど
の
悪
質
な
い
た
ず
ら
や
迷
惑
な
行
為

を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
施
設
が
利
用
で
き
な
く
な

る
な
ど
、
利
用
者
の
方
や
近
隣
住
民
の
方

が
大
変
迷
惑
を
被
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
い
た
ず
ら
や
迷
惑
行

為
に
よ
る
被
害
（
平
成　

年
度
）
は
、

２０

《
年
間　

件
、
総
額
１
０
０
万
円
》

３２

に
上
り
、
壊
さ
れ
た
施
設
な
ど
の
修
繕
に

は
、多
額
の
税
金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
職
員
に
よ
る
公
園
点
検
や
夜

間
公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
あ
ま
り

に
も
ひ
ど
い
状
態
や
事
件
性
の
高
い
被
害

に
つ
い
て
は
、
警
察
へ
通
報
す
る
な
ど
の

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
迷
惑
行
為
は

後
を
絶
た
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

公
園
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
多
く
の
方
が
利
用
す
る
大
切

な
場
所
で
す
。

　

公
園
施
設
な
ど
の
破
壊
行
為
は
、
刑
法

の
「
器
物
損
壊
等
」
に
該
当
し
、
３
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は　

万
円
以
下
の
罰
金
も

３０

し
く
は
科
料
に
処
さ
れ
る
『
犯
罪
』
で
す
。

破
壊
行
為
・
迷
惑
行
為
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

上
部
の
写
真
（
１
〜
３
）
に
つ

い
て

　

こ
れ
は
、
昨
年
中
に
破
壊
さ
れ
た
公
園

施
設
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
こ
こ
ま
で

に
な
る
と
い
た
ず
ら
で
は
済
み
ま
せ
ん
。

れ
っ
き
と
し
た
犯
罪
行
為
で
す
。

　

そ
の
他
、
水
道
施
設
や
街
灯
な
ど
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
標
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
ア
ク
ア
パ
ー
ク
「
多
目
的
ト
イ
レ
」

　

赤
ち
ゃ
ん
や
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
も

利
用
す
る
ト
イ
レ
の
ド
ア
が
折
り
曲
げ
ら

れ
、
外
さ
れ
て
無
残
な
姿
に
…
。

�
関
公
園「
ロ
グ
ハ
ウ
ス
内
の
火
災
」

　

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
中
で
火
遊
び
（
？
）
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

�
沼
辺
公
園「
あ
ず
ま
屋
の
屋
根
」

　

屋
根
に
大
き
な
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

い
た
ず
ら
や
不
審
な
行
為
を
目
撃
し

た
場
合
に
は
、
吉
川
警
察
署
（
�　

・
９５８

０
１
１
０
）
ま
た
は
道
路
公
園
課
へ
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
快
く
利
用
す
る
た

め
に

　

公
園
内
で
の
《
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
や

フ
ン
の
放
置
》《
自
転
車
や
不
用
品
の
不
法

投
棄
》《
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
飲
食
ゴ
ミ
の

放
置
》
な
ど
、
一
部
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
人

の
た
め
に
、
多
く
の
利
用
者
が
不
快
な
思

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
内
で
行
う
と
危
険
な
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
す
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
方
が
快
く
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
公
園
は
、
一
人
ひ
と
り
が
ち

ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
を
心
掛
け
る
こ
と
で

守
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ　

道
路
公
園
課　

直
通
�　

・
９８２

９
９
０
１
、
�　

・
２
２
４
５

９８３

STOP!
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3　　広報よしかわ　２００９年３月号

　

市
で
は
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
下
表
の

通
り
実
施
し
ま
す
。
犬
を
飼
わ
れ
て
い

る
方
は
、
都
合
の
よ
い
日
時
に
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　

生
後
３
カ
月
を
経
過
し
た
犬

費
用　

予
防
注
射
３
’３
０
０
円（
登
録

を
し
て
い
な
い
場
合
は
別
途
登
録
料

３
’
０
０
０
円
が
必
要
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

会
場
で
は
次
の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。

・
登
録
事
項
変
更
届
（
犬
の
所
有
者
が

変
わ
っ
た
と
き
な
ど
）、
死
亡
届

・
鑑
札
再
交
付
（
１
’
６
０
０
円
）、
注

射
済
票
再
交
付
（
３
５
０
円
）

・
吉
川
ワ
ン
だ
ふ
る
倶
楽
部
入
会
（
５

０
０
円
）

※
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
は
、

必
ず
犬
の
首
輪
な
ど
に
着
け
て
く
だ

さ
い
。
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
な

ど
に
、
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
鑑
札

な
ど
か
ら
飼
い
主
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
犬
の
飼
い
主
に
は
、

・
飼
い
犬
の
登
録
（
生
涯
１
回
）

・
狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
持
っ
て
！

　

公
園
や
道
路
な
ど
公
共
の
場
所
に
犬

の
フ
ン
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
に

は
他
人
の
お
宅
の
玄
関
前
に
放
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

散
歩
時
に
は
必
ず
回
収
袋
を
持
参

し
、
フ
ン
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
外
出
前
に
自
宅
で
ト
イ
レ
を
す
る

よ
う
に
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
フ
ン
の
放
置
は
３
万
円
以
下
の
罰
金 

（
市
条
例
）】

●
犬
は
き
ち
ん
と
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
！

　

犬
は
柵
な
ど
の
囲
い
の
中
や
屋
内
で

飼
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

綱
や
鎖
で
つ
な
ぐ
場
合
は
、
犬
の
行

動
範
囲
が
道
路
な
ど
に
接
し
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
！

　

動
物
に
は
命
が
あ
り
ま
す
。
動
物
を

飼
う
こ
と
は
、
そ
の
動
物
の
一
生
涯
に

責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
命
に
責
任
を
持
て
な
い
飼
い

主
は
不
妊
去
勢
な
ど
を
行
い
、
不
幸
な

動
物
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
た
だ
可
愛
が
る
だ
け
で
な
く
、
動

物
の
習
性
や
生
態
を
理
解
し
、
他
人
に

迷
惑
が
掛
ら
な
い
よ
う
に
し
つ
け
ま
し

ょ
う
。

迷
子
動
物
検
索
テ
レ
ホ
ン 

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

　

埼
玉
県
で
は
、
迷
子
動
物
の
飼
い

主
へ
の
返
還
を
進
め
、
殺
処
分
数
を

減
ら
す
た
め
に　

県
内
保
健
所
な
ど

に
保
護
さ
れ
て
い
る
犬
や
ね
こ
の
情

報
の
一
括
検
索
を
行
う
電
話
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

受
付
専
用
電
話
番
号

　

�　

・　

・
２
１
７
０

０４８

８２４

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

お
問
合
せ　

埼
玉
県
生
活
衛
生
課
動

物
指
導
担
当　

�　

・　

・
３
６

０４８

８３０

１
２　

マ
ナ
ー
を
守
る

飼
い
主
さ
ん
集
ま
れ
！

〈
会
員
募
集
中
！
〉

「
吉
川
ワ
ン
だ
ふ
る
倶
楽
部
」

　

市
で
は
、
飼
い
犬
の
フ
ン
を
必
ず
持

ち
帰
る
な
ど
マ
ナ
ー
を
守
る
飼
い
主
の

方
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
「
吉
川
ワ
ン

だ
ふ
る
倶
楽
部
」を
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
４
３
２
人
（
犬
の
登
録
数
の
１

割
超
）
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
散
歩
時
に

青
い
マ
ナ
ー
バ
ッ
ク
を
携
帯
し
、
フ
ン

を
必
ず
持
ち
帰
る
な
ど
の
行
動
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　

入
会
手
続
き
は
、
環
境
課
ま
た
は
集

合
狂
犬
病
予
防
注
射
会
場
で
で
き
ま

す
。

　

日
ご
ろ
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る
飼
い

主
さ
ん
！
ぜ
ひ
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

お
問
合
せ　

環
境
課　

直
通
�　

・
９

９８２

６
９
８
、
�　

・
５
６
８
２

９８１

皆
さ
ん
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

午後１時３０分
～３時

午前１１時
～正午

午前９時３０分
～１０時３０分

ネオポリス自治会館八子新田集落農業
センター

上新堀コミュニティ 
センター４月７日（火）

上中会館東部市民サービス
センター下広島自治会館４月８日（水）

越谷保健所
吉川分室栄町公園笹沖会館４月９日（木）

中曽根集会所高富集会所富新田集会所４月１０日（金）

おあしす駐車場吉川市役所（午前９時３０分～正午）４月１１日（土）

時間
月日

お あ し す 

 P

愛犬の写真が入ります 

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
と

新
規
登
録
の
お
知
ら
せ

おあしす会場の位置
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広報よしかわ　２００９年３月号　　4

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料のお知らせ
４
月
か
ら 

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
お
支
払
い
に
は
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
に
よ
る
特
別
徴
収
と
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
二
通

り
の
納
付
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
は
４
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
隔

月
の
年
６
回
、
普
通
徴
収
は
７
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
毎
月
の
年
８
回
の
お
支
払
い
に
な

り
ま
す
。

※
納
付
方
法
を
変
更
し
た
方
へ

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
中
止
す
る
た
め
、

す
で
に
納
付
方
法
変
更
申
出
書
を
提
出
し
、

口
座
振
替
の
手
続
き
を
行
っ
た
方
は
、
普
通

徴
収
（
口
座
振
替
）
に
よ
る
納
付
に
な
り
ま

す
の
で
、
特
別
徴
収
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ

＆

Ａ

Ｑ
�
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
人
は
？

Ａ
�
次
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
で
す
。

�
国
民
健
康
保
険
税
の
場
合

・　

歳
以
上　

歳
未
満
の
普
通
世
帯
主
の
方

６５

７５

・
年
額　

万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い

１８

る
方

・
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
方

・
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
計
額
が
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方

・
世
帯
の
国
保
の
被
保
険
者
全
員
が　

歳
以

６５

上　

歳
未
満
の
方

７５

�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
場
合

・　

歳
以
上
の
方
も
し
く
は　

歳
以
上　

歳

７５

６５

７５

未
満
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、
広
域
連

合
か
ら
認
定
を
受
け
た
方

・
年
額　

万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い

１８

る
方

・
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
方

・
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

な
い
方

　
Ｑ
�「
特
別
徴
収
」
と
は
？

Ａ
�
年
金
保
険
者
（
社
会
保
険
庁
な
ど
）
が
年

金
支
給
額
か
ら
保
険
税
（
料
）
を
差
し
引
い
て

保
険
税
（
料
）
を
市
に
納
付
す
る
制
度
で
す
。

　
Ｑ
�「
特
別
徴
収
の
時
期
」
は
？

Ａ
�
年
６
回
、
年
金
の
定
期
受
給
の
際
に
、

左
記
の
通
り
仮
徴
収
と
本
徴
収
に
分
け
て
徴

収
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

▽
仮
徴
収　

４
月
、
６
月
、
８
月

　

▽
本
徴
収　
　

月
、　

月
、
２
月

１０

１２

　
Ｑ
�「
仮
徴
収
」「
本
徴
収
」
と
は
？

Ａ
�
保
険
税
（
料
）
が
決
定
す
る
ま
で
の
３

回
は
、
前
年
度
の
２
月
と
同
じ
額
を
仮
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
れ
を
仮
徴
収
と

言
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
６
月
・
８
月
は
、
１

回
ご
と
の
保
険
税
（
料
）
額
を
一
定
に
す
る

た
め
額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

前
年
の
所
得
な
ど
に
応
じ
て
年
間
の
保
険

税
（
料
）
が
決
定
し
、
仮
徴
収
で
納
め
て
い

た
だ
い
た
保
険
税
（
料
）
額
を
差
し
引
い
た

残
り
の
額
を
３
回
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
本
徴
収
と
言
い
ま
す
。

お
問
合
せ　

国
保
年
金
課　

直
通
�　

・
９

９８２

５
３
８（
国
保
税
係
）、
�　

・
９
５
４
６（
高

９８２

齢
者
医
療
係
）

　
　

歳
か
ら　

歳
の
方
の
医
療
費
の
自
己
負

７０

７４

担
割
合
は
、
原
則
２
割
ま
た
は
３
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
２
割
負
担
と
判
定
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
３
月　

日
ま
で
１
割
負
担
に

３１

据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
据
え
置
き

が
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ

２２

３１

と
と
な
り
ま
し
た
。

　　
　

▼
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２１

３１

　
　
　

１
割
負
担
に
据
え
置
き

　
　
　
　
　
　

�

　
　

▼
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２２

３１

　
　
　

１
割
負
担
の
据
え
置
き
を
延
長

　　

ま
た
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

も
同
じ
く
据
え
置
き
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
（
負
担
割

合
の
欄
に
「
２
割
（
３
月　

日
ま
で
１
割
）」

３１

と
記
載
）
に
替
え
て
、
新
し
い
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
。

※
現
在
３
割
負
担
の
方
に
つ
い
て
は
、
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

　

負
担
割
合
の
見
直
し
は
、
毎
年
８
月
１
日

付
け
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
郵
送
す
る
高

齢
受
給
者
証
に
は
、
有
効
期
限
が
原
則
「
平
成

　

年
７
月　

日
」
と
記
載
さ
れ
ま
す
。

２１

３１

お
問
合
せ　

国
保
年
金
課　

直
通
�　

・
５

９８２

１
１
６
（
国
民
健
康
保
険
給
付
係
）

　

農
地
を
手
入
れ
せ
ず
に
放
置
す
る
と
、
遊

休
農
地
化
（
荒
廃
農
地
化
）
し
、
元
の
農
地

に
戻
す
た
め
に
は
、
大
変
な
手
間
と
お
金
が

か
か
り
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
や
相
続
な
ど
で
取
得
し
た

た
め
に
、
農
地
を
耕
作
し
な
い
と
い
う
声
を

聞
き
ま
す
が
、
い
っ
た
ん
荒
れ
た
農
地
は
、

年
数
を
経
る
ご
と
に
荒
廃
が
進
み
、
雑
草
や

病
害
虫
の
温
床
と
な
る
ほ
か
、
遊
休
化
後
２

年
か
ら
３
年
以
上
過
ぎ
る
と
、
抜
根
や
整
地

な
ど
過
大
な
復
旧
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
地
は
、
所
有
者
自
ら
耕
作
す
る
こ
と
が

原
則
で
す
が
、
耕
作
が
困
難
な
方
は
、
知
人

や
親
せ
き
、
地
元
の
農
業
生
産
法
人
な
ど
に

作
業
を
委
託
す
る
か
、
農
地
を
貸
す
な
ど
し

て
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
の
手
続
き
は
、
農
政
課

ま
た
は
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　

　

農
政
課　

直
通
�　

・
９
４
８
２

９８２

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

直
通
�　

・
９
４

９８２

９
４

遊
休
農
地
・
耕
作

放
棄
地
の
解
消
を

原則２割負担 吉
川
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
へ 

自
己
負
担
割
合
２
割
へ
の
引

き
上
げ
の
凍
結
を
延
長
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5　　広報よしかわ　２００９年３月号

　

今
月
号
で
は
、
認
知
症
の
診
断
・
治
療
と
予

防
、
認
知
症
の
人
と
接
す
る
時
の
心
構
え
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

認
知
症
の
診
断
・
治
療
に
向
け
て

　

『
認
知
症
は
ど
う
せ
治
ら
な
い
病
気
だ
か
ら

医
療
機
関
に
行
っ
て
も
仕
方
が
な
い
』
と
い
う

人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
っ
た
考
え
で
す
。

が
ん
や
心
臓
疾
患
と
同
じ
よ
う
に
、
認
知
症
に

つ
い
て
も
早
期
受
診
、
早
期
診
断
、
早
期
治
療

は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

�
治
る
病
気
や
一
時
的
な
症
状
の
場
合
も

　

脳
血
管
疾
患
や
内
科
疾
患
、
薬
の
不
適
切
な

使
用
が
原
因
で
、
認
知
症
の
よ
う
な
症
状
が
出

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

�
早
い
時
期
に
受
診
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

　

認
知
症
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
で
は
、
薬
で

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

病
気
が
理
解
で
き
る
時
点
で
受
診
し
、

少
し
で
も
理
解
を
深
め
て
い
け
ば
生
活
上

の
障
が
い
を
軽
減
で
き
、
そ
の
後
の
ト
ラ

ブ
ル
を
減
ら
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

障
が
い
が
軽
い
う
ち
に
、
重
く
な
っ
た

時
の
後
見
人
を
自
分
で
決
め
て
お
く
（
任

意
後
見
制
度
）
な
ど
の
準
備
や
手
配
を
し

て
お
け
ば
、
認
知
症
で
あ
っ
て
も
自
分
ら

し
い
生
き
方
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
初
期
は
専
門
の
医
療
機
関
の
受
診
が
不
可
欠

　

認
知
症
の
診
断
は
、
初
期
ほ
ど
難
し
く
、
高

度
な
検
査
機
器
と
熟
練
し
た
技
術
を
要
す
る
検

査
が
必
要
な
た
め
、
専
門
の
医
療
機
関
へ
の
受

診
が
不
可
欠
で
す
。

認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
ご
家
族
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス

　

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
、
一
番
に
驚
く
の

は
本
人
で
す
。

　

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
も
、
あ
わ
て
て
騒

が
な
い
こ
と
が
第
一
で
す
。
本
人
か
ら
一
歩

下
が
っ
て
観
察
し
、
い
つ
・
ど
こ
で
・
何
が

起
こ
っ
た
の
か
を
記
録
し
、
医
師
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
（
記
録
は
、
日
常
用
語
で

具
体
的
に
書
く
と
情
報
量
が
多
く
な
り
、
対

応
策
も
考
え
や
す
く
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
対
応
の
目
標
は
「
本
人
と
家
族
の

穏
や
か
で
心
地
の
良
い
生
活
」
で
す
。
症
状

は
消
え
た
け
れ
ど
、
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
は
、
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
医
師
だ
か
ら
と
い
っ
て
相
談
を
遠

慮
す
る
こ
と
な
く
、
本
人
や
家
族
の
話
を
よ

く
聞
い
て
く
れ
る
医
師
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
医
師
の
意
見
を
聞
く
時
に
は
謙
虚

に
聞
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
予
防
の
考
え
方

　

認
知
症
は
、
脳
の
神
経
細
胞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
何
ら
か
の
原
因
で
壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
で

生
じ
、
そ
の
最
も
大
き
な
要
因
は
加
齢
で
す
。

そ
の
た
め
、
認
知
症
は
防
ぎ
よ
う
の
な
い
病
気

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
の
約
２
割
を
占
め
る
脳
血

管
性
認
知
症
は
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
肥
満

な
ど
の
対
策
を
と
る
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、認
知
症
の
半
数
以
上
を
占
め
る
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
で
も
、運
動
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

習
慣
病
対
策
が
、
発
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
（
発

症
を
遅
ら
せ
る
）
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
特

に
、楽
し
く
運
動
す
る
こ
と
で
脳
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
変
を
弱
め
た
り
、記
憶
を
つ
か
さ
ど
る
海

馬
の
働
き
を
高
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

老
化
に
よ
る
脳
の
病
変
に
廃
用
（
は
い
よ
う

＝
使
わ
な
い
こ
と
）
が
加
わ
る
と
、
認
知
症
の

発
症
や
進
行
を
早
め
ま
す
。

　

認
知
症
の
発
症
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
日
ご
ろ
か
ら
生
活
習
慣
（
運
動
や
食

事
）
に
気
を
配
る
こ
と
で
、
発
症
や
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
と
は
、
病
気
や
病
弱
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
身
体
的
、
精
神
的
お
よ
び
社
会
的
に
良

好
な
状
態
の
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
に
合
っ

た
健
康
生
活
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
と
接
す
る
時
の
心
構
え

　

少
な
か
ら
ず
認
知
症
の
人
は
、「
私
は
物
忘
れ

な
ん
か
な
い
」「
病
院
な
ん
か
に
行
く
必
要
は
な

い
」
と
言
い
張
り
、
家
族
を
困
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

早
く
診
断
を
し
、「
は
っ
き
り
と
し
た
見
通
し

を
持
っ
て
生
活
し
た
い
」「
本
人
を
支
え
て
い
き

た
い
」
と
願
う
家
族
に
と
っ
て
、
本
人
の
こ
う

し
た
か
た
く
な
な
否
認
は
大
き
な
困
惑
の
元
に

な
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
で
も
、
他
の
認
知
症
の
人
の
物

忘
れ
が
尋
常
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に

分
か
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
私
は
忘
れ
て
な
ん
か
い
な
い
！
」

と
い
う
主
張
は
、「
私
が
認
知
症
だ
な
ん
て
！
」

と
い
う
や
り
場
の
な
い
怒
り
や
悲
し
み
、
不
安

か
ら
自
分
の
心
を
守
る
た
め
の
自
衛
反
応
な
の

で
す
。

　

周
囲
の
人
が
、
認
知
症
と
い
う
病
気
に
な
っ

た
人
の
、
本
当
の
心
を
理
解
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
認
知
症
の
人
の
隠
さ
れ

た
悲
し
み
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く

こ
と
は
大
切
で
す
。

　

誰
に
で
も
自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
と
い
う
病
気
の
こ

と
を
理
解
し
た
う
え
で
、「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う

生
き
抜
く
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
認
知
症
の
人
」が
い
る
の
で
は
な

く
、
友
だ
ち
の
Ａ
さ
ん
が
認
知
症
と
い
う
病
気

に
な
っ
た
と
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　

友
人
と
し
て
す
べ
き
こ
と
は
、
認
知
症
の
障

が
い
を
補
い
な
が
ら
、
今
ま
で
通
り
友
だ
ち
の

Ａ
さ
ん
と
付
き
合
い
続
け
る
こ
と
で
す
。
た
ま

た
ま
駅
で
、
ま
ご
ま
ご
し
て
い
た
Ｂ
さ
ん
は
、

認
知
症
の
た
め
に
自
動
改
札
が
通
れ
な
い
ら
し

い
…
だ
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
手
助
け
を
し
て
改

札
を
通
る
手
伝
い
を
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

さ
り
げ
な
く
、
自
然
に
、

そ
れ
が
一
番
で
す
。

お
問
合
せ　

い
き
い
き
推
進
課　

直
通
�　

・
９８２

５
１
１
８
、
�　

・
５
５
１
３

９８２

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て　
シ
リ
ー
ズ
認
知
症 
�
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広報よしかわ　２００９年３月号　　6

市
民
意
識
調
査
の
結
果 　
　
 
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
地
域
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
た
め
の
『
市

民
活
動
補
償
制
度
』
へ
の
登
録
申
し
込
み
を
次

の
通
り
受
け
付
け
ま
す
。

制
度
の
内
容

　

自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
う

「
公
共
性
の
あ
る
自
発
的
な
活
動
」
の
中
で
発

生
し
た
事
故
に
よ
る
け
が
な
ど
に
対
し
て
、
一

定
基
準
の
補
償
を
行
う
も
の
で
す
。（
※
下
表
参

照
）

お
申
込
方
法

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
事
前
の
登
録
が

必
要
で
す
。
所
定
の
登
録
用
紙
に
必
要
書
類
を

添
え
て
市
民
参
加
推
進
課
へ
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

期
限　

３
月　

日（
火
）

３１

　

な
お
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付
け
ま

す
が
、
そ
の
場
合
の
補
償
の
適
用
は
、
登
録
後

か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
登
録
用
紙
は
市
民
参
加
推
進
課
お
よ
び
各
公

共
施
設
で
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
現
在
登
録
し
て
い
る
団
体
の
場
合

　

登
録
は
年
度
ご
と
で
す
。
４
月
か
ら
継
続
し

て
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
、
改
め
て
登
録
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
各
公
共
施
設
に
配
置
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　

市
民
参
加
推
進
課　

直
通
�　

・
９８２

９
６
８
５
、
�　

・
５
６
８
２

９８１

平
成　

年
度 

２１
市
民
活
動
補
償
制
度
の
ご
案
内

　市内に活動拠点を置き、公共的かつ無報酬の市民活動を主な目的とする団体およ
び個人

対象者

○無報酬の活動（交通費などの実費の支給を除く）
○年間を通して継続的、計画的または臨時に行う活動
○市民活動を主な目的とする団体などが行う、公共性のある自発的な活動（地域社
会活動や社会福祉 ･奉仕活動など）

○日本国内における活動　など

対象となる活動

○政治・宗教・営利を目的とする活動
○自助的な活動・親睦・趣味などを目的とした活動
○職場や学校などの行事として行う活動
○スポーツ大会などの参加者の事故（指導者を除く）
○祭りなどの観覧者・物品購入目的の来場者・講演会などの聴講者　など

対象とならない
活動

○賠償責任補償（活動中に第三者の身体 ･財物に与えた損害を補償）
○傷害補償（活動中の事故により身体を負傷したときの補償）

補償の内容

速 
報

　

市
で
は
、
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市
民
の

満
足
度
や
要
望
を
把
握
す
る
た
め
に
、
毎
年
度

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
住
み
よ
さ
の
評
価
」
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
主
な
項
目

と
な
る
「
住
み
よ
さ
の
評
価
と
そ
の
理
由
」
に

つ
い
て
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
中
旬

に
市
立
図
書
館
や
市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
に
当
た
り
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
時
期　

平
成　

年　

月　

日
〜　

日

２０

１２

１２

２６

調
査
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
男
女

２０

　

１
’
４
０
０
人

調
査
方
法　

郵
送
調
査

調
査
項
目

・
市
の
住
み
よ
さ
の
評
価
と
そ
の
理
由

・
市
民
活
動
・
地
域
活
動
へ
の
参
加
希
望
と
参

加
を
希
望
す
る
活
動

・
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
満
足
度
お
よ
び
重

要
度

・
市
全
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
満
足
度

・
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
制
度
）
に
つ
い
て

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

・
違
反
広
告
物
除
却
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
自
由
意
見

回
収
率
（
数
）　
　

・
２
％
（
７
５
９
人
）

５４

お
問
合
せ　

政
策
室　

直
通
�　

・
９
４
４
５

９８２

そ
の
理
由
は
？
 

住みよさの評価 

住みよい 

まあ住みよい 

あまり住みよくない 

住みよくない 

無回答 

 

１位　自然環境　　　　　　　　　　８１.６％ 
２位　買い物などの生活の便　　　　６８.９％ 
３位　近所づきあい　　　　　　　　６８.４％ 
４位　まち並み（景観）　　　　　　　６６.４％ 
５位　公園の整備　　　　　　　　　６２.６％ 

１位　医療機関や福祉サービス 
　　　　　　　　　　　　　　　　　４８.１％ 
２位　道路の整備　　　　　　　　　４８.０％ 
３位　鉄道やバスの便　　　　　　　４５.２％ 
４位　公民館やスポーツ施設の整備　３３.７％ 
５位　騒音・悪臭などの生活環境　　３１.４％ 

21.7%

59.6%

12.0%

2.5%4.2%

※住みよさの評価ついては、81.3％の方が「住
みよい」「まあ住みよい」としています。 

※「よいと感じる理由」「悪いと感じる理由」は、住みよさの評価の回答をいただいたすべての方に、複数選択で
回答をいただいています。 

よいと感じる理由 

悪いと感じる理由 
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7　　広報よしかわ　２００９年３月号

ア
ド
バ
イ
ス

　

携
帯
電
話
を
購
入
す
る
と
き
は
通
常
自
ら
店

舗
に
出
向
い
て
購
入
し
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契
約
を
無
条
件
解
約
で

き
る
制
度
）の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

契
約
時
の
年
齢
が　

歳
未
満
の
人
が
契
約
を
す

２０

る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
法
定
代
理
人
（
親
権

を
有
す
る
者
、
た
い
て
い
は
親
）
の
同
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
販
売
業
者
が
未

成
年
者
と
契
約
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
ず

親
の
同
意
書
の
提
出
を
求
め
、
さ
ら
に
親
同
伴

で
の
来
店
で
な
い
と
き
は
、
自
宅
に
電
話
す
る

な
ど
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
販
売
業
者
の
中
に
は
、

【
事
例
１
】
の
よ
う
に
未
成
年
者
本
人
に
親
の

同
意
書
を
書
か
せ
る
悪
質
な
店
員
も
少
な
か
ら

ず
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
販
売

業
者
が
販
売
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
認

め
て
「
契
約
の
取
消
し
」
と
な
り
ま
し
た
。「
取

消
し
」
を
す
る
と
契
約
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

最
初
か
ら
契
約
が
な
か
っ
た
こ
と
と
さ
れ
ま
す

の
で
、代
金
な
ど
の
支
払
い
義
務
は
な
く
な
り
、

す
で
に
未
成
年
者
本
人
が
支
払
っ
た
代
金
な
ど

が
あ
れ
ば
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
例
外
も
あ
り
ま
す
。

【
事
例
２
】
の
よ
う
に
、
偽
造
し
た
親
の
同
意

書
を
提
示
し
て
契
約
し
た
場
合
は
「
詐
術
（
さ

消
費
者
啓
発
参
考
情
報「
く
ら
し
の
１
１
０
番
」ト
ラ
ブ
ル
情
報

未
成
年
者
の
携
帯
電
話
購
入
ト
ラ
ブ
ル

　

携
帯
電
話
が
欲
し
く
て
親
に
内
緒
で
販
売

店
に
行
き
、
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
契
約

し
て
し
ま
っ
た
が
、や
っ
ぱ
り
や
め
た
い
。契

約
に
は
親
の
同
意
書
が
必
要
と
言
わ
れ
た
の

で
、店
員
に
言
わ
れ
る
ま
ま
自
分
で
書
い
た
。

【
相
談
事
例
１
】（　

歳
代 
男
性
）

４０

じ
ゅ
つ
）」
に
な
り
、
未
成
年
者
契
約
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
詐
術
と
は
、
相
手
方
（
こ
の
例
の
販

売
業
者
）
が
事
実
を
誤
認
す
る
よ
う
な
詐
欺
的

手
段
を
と
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
未
成
年
者
が
行
っ
た
契
約
で
あ
っ
て

も
「
法
定
代
理
人
の
追
認
」
が
あ
る
と
そ
の
契

約
は
有
効
と
な
り
ま
す
。

【
事
例
３
】
の
よ
う
に
、
代
金
な
ど
が
口
座
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
た
こ
と
に
気
付
い
て
も
す
ぐ

に
契
約
取
消
し
の
申
し
出
を
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
親
の
追
認
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

【
事
例
３
】
の
場
合
は
、
契
約
す
る
た
め
に
親

の
通
帳
と
印
鑑
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
詐
術

に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
契
約
を

取
り
消
す
こ
と
が
さ
ら
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
た
と
え
未
成
年
者
で
あ
っ
て
も
契
約

時
に
結
婚
し
て
い
る
場
合
は
成
人
と
し
て
扱
わ

れ
ま
す
。

　

何
か
心
配
な
点
や
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
す
ぐ
に
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　吉

川
市
消
費
生
活
相
談

日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前　

時
〜
午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時

１０
を
除
く
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
相
談
室

お
問
合
せ　

商
工
課　

直
通
�　

・
９
６
９
７

９８２

【
春
の
訪
れ
】

　

肌
寒
さ
の
な
か
に
も
、
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
さ

を
感
じ
る
季
節
。

　

こ
の
こ
ろ
は
、
桜
が
咲
く
の
を
前
に
卒
業
、

進
級
、
就
職
な
ど
人
生
の
節
目
を
迎
え
る
時
期

で
あ
り
、
別
れ
や
新
た
な
出
会
い
を
私
た
ち
は

多
く
経
験
す
る
時
期
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
多
く
の
涙
も
あ
り
、
そ
し
て
笑
顔
も
あ
り
。」

　

そ
ん
な
光
景
を
み
て
い
る
と
、『
あ
あ
、
本

当
に
人
と
し
て
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
な
あ
。』

と
皆
さ
ん
感
じ
ま
せ
ん
か
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
突
然
の
リ
ス
ト
ラ
に
よ

り
職
や
住
ま
い
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
や
採
用

の
内
定
を
取
り
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
、
ま
た

子
が
親
を
殺
し
て
し
ま
う
な
ど
、
悲
し
い
事
件

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

社
会
や
経
済
の
不
安
が
つ
づ
く
と
人
の
気
持

ち
も
不
安
定
に
な
り
、
真
っ
先
に
�
弱
い
�
立

場
に
あ
る
人
た
ち
へ
の
虐
待
や
差
別
と
い
っ
た

人
権
侵
害
が
多
く
起
き
て
し
ま
う
の
は
た
い
へ

ん
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
お
互
い
を

思
い
や
り
、
尊
重
し
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会

を
築
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
春
の
訪
れ
を
待
ち
た
い

も
の
で
す
。

　

未
成
年
の
息
子
が
、
ひ
と
り
で
販
売
店
に

行
き
、
友
人
の
書
い
た
親
の
同
意
書
で
携
帯

電
話
の
契
約
を
し
た
よ
う
だ
。
自
宅
に
契
約

書
が
届
い
た
の
で
初
め
て
知
っ
た
。
契
約
を

取
り
消
せ
な
い
か
。

【
相
談
事
例
２
】（　

歳
代 
男
性
）

５０

　

娘
が
使
っ
て
い
る
携
帯
電
話
の
利
用
料
金

が
高
額
で
困
っ
て
い
る
。
契
約
の
際
に
娘
が

勝
手
に
親
の
通
帳
と
印
鑑
を
持
ち
出
し
、
口

座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
る
の
で
、
も
う

何
回
か
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
。
販
売
業
者

に
確
認
し
た
ら
親
の
同
意
書
を
取
ら
ず
に
契

約
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
契

約
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

【
相
談
事
例
３
】（　

歳
代 
女
性
）

４０

人
権
そ
れ
は
愛
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広報よしかわ　２００９年３月号　　8

◆
発
生
前
の
準
備

○
生
活
必
需
品
の
備
蓄

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
世
界
で
同
時

に
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
生
活
必
需

品
が
世
界
規
模
で
不
足
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
実
際
に
始

ま
れ
ば
、
収
ま
る
ま
で
に
最
低
で
も
２
カ
月
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
無
用
の

感
染
機
会
を
減
ら
す
た
め
に
外
出
し
な
く
て
す

む
よ
う
、
最
低
で
も
２
週
間
分
の
食
料
や
日
用

品
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
、
通
常
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
延
長
線
上
に
あ
り
ま
す
。

　

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
を
行
う

と
と
も
に
、
予
防
接
種
を
受
け
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

今
あ
る
ワ
ク
チ
ン
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
効
果
が
あ
る
か
は
未
知
で
す
が
、
通
常
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
同

時
に
流
行
し
、一
斉
に
病
院
へ
押
し
寄
せ
れ
ば
、

病
院
の
機
能
は
一
気
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
治
療
中
の
病
気
が
あ
る
場
合
に
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
重
症
化

す
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 　○
不
織
布
マ
ス
ク
の
備
蓄

　

マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
は
飛
ま
つ
感
染
の
危
険

性
を
減
ら
し
、
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
る
飛
ま
つ

感
染
の
拡
散
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

　

家
庭
用
の
マ
ス
ク
に
は
、
ガ
ー
ゼ
と
不
織
布

で
作
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
有
効
な
の
は
不
織
布
マ
ス
ク
で

す
。
１
人
当
た
り
、　

枚
か
ら　

枚
の
備
蓄
が

２０

２５

目
安
で
す
。

◆
正
し
い
情
報
の
入
手

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
そ
の
感
染
防
止

策
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
得
る
た
め
に
、テ
レ

ビ
や
新
聞
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
厚
生
労
働
省　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

▼
埼
玉
県　

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/

▼
吉
川
市　

h
ttp
://w
w
w
.city

.y
osh
ik
aw
a.

saitam
a.jp/

※
い
ず
れ
も
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い

●
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
を 

　

5
回
か
ら　

回
へ
増
加
！

１４

　

市
は
、
妊
娠
中
の
母
体
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

を
守
り
、
妊
娠
・
出
産
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
４
月
１
日
か
ら
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
回
数
を　

回
に
増
や
し
ま
す
。

１４

　

ま
た
、
３
月
末
日
ま
で
に
妊
婦
健
康
診
査
受

診
票
の
交
付
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、
４
月

１
日
現
在
の
妊
娠
週
数
に
応
じ
て
、
受
診
票
の

追
加
交
付
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
者　

３
月
末
日
ま
で
に
妊
婦
健
康
診
査
受

診
票
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、
４
月
１
日
時

点
で
妊
娠　

週
以
前
の
方
。

３９

交
付
日
時　

４
月
１
日（
水
）〜　

日（
金
）（
土
・

１７

日
曜
日
を
除
く
）午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

交
付
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

追
加
交
付
時
の
持
ち
物　

す
で
に
交
付
し
て
あ

る
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
、
母
子
健
康
手
帳

※
な
お
、
交
付
期
間
後
に
手
続
き
を
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
日
を
基
準
と
し
た
妊
娠
週
数
で

対
象
と
な
る
回
数
分
を
交
付
し
ま
す
。 

●
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ 

Ｂ
Ｃ
Ｇ

○
個
別
医
療
機
関
で
の
接
種
に
変
更

　

こ
れ
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
た
Ｂ

Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
、
４
月
か
ら
市
内
指
定
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
に
変
更
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
生
後
３
カ
月
の
お
子
さ
ん
に
は
個
別
通
知

を
し
ま
す
の
で
、
生
後
６
カ
月
未
満
に
必
ず
お

受
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
生
後
３
カ
月
後
に
転
入
さ
れ
た
お
子

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

○
年
長
児
・
中
１
・
高
３
が
対
象

　

次
の
対
象
生
年
月
日
に
該
当
す
る
方
で
、
麻

し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、３
月　

日（
火
）ま
で
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

３１

４
月
１
日
以
降
は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　　
こ
の
ペ
ー
ジ
の
お
問
合
せ

健
康
増
進
課　

直
通
�　

・
９
８
０
３
、　

・

９８２

９８２

　

９
８
０
４
、
�　

・
３
８
８
１

９８１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
出
現
は
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
現
れ
る
の
か
は
誰
に
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、大
流
行
す
る
と
重
大
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
や
発
生
前
か
ら
必
要
な
準
備
を
進
め
る

こ
と
が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
発
生
前
の
準
備
と
正
し
い
情
報
の
入
手
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

接種率
（１２月末現在）

対象生年月日

６４.０％
年長児▲

Ｈ１４年４月２日
～Ｈ１５年４月１日

５５.０％
中学１年生▲

Ｈ７年４月２日
～Ｈ８年４月１日

４５.７％
高校３年生▲

Ｈ２年４月２日
～Ｈ３年４月１日

ご
注
意

　

今
回
の
追
加
交

付
は
、
国
の
追
加

経
済
対
策
の
実
施

を
前
提
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
実
施

が
見
送
ら
れ
た
場

合
の
公
費
負
担
は

５
回
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。
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9　　広報よしかわ　２００９年３月号

　

駐
車
監
視
員
に
よ
る
放
置
車
両
の
確

認
を
実
施
す
る
区
域
が
、
４
月
１
日
か

ら
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

高
富
一
丁
目
・
二
丁
目

　

高
久
一
丁
目
・
二
丁
目

　

中
曽
根
一
丁
目
・
二
丁
目

　

道
庭
一
丁
目
・
二
丁
目

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
に
お
け
る
活
動

区
域
と
時
間
帯
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

す
。

最
重
点
地
域
（
区
域
）・
重
点
時
間
帯

　

吉
川
駅
周
辺

　

午
前
５
時
〜
午
後　

時
１０

重
点
地
域
（
区
域
）・
重
点
時
間
帯

　

吉
川
団
地
周
辺
、
吉
川
駅
南
地
区

　

午
前
５
時
〜
午
後　

時
１０

駐
車
監
視
員
と
は
…

　

警
察
署
長
の
委
託
を
受
け
た
法
人
の

下
で
、
地
域
を
巡
回
し
、
放
置
車
両
の

確
認
や
確
認
標
章
の
取
り
付
け
な
ど
の

仕
事
を
行
う
人
の
こ
と
で
、
法
律
上
の

資
格
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
反
則

の
告
知
や
金
銭
を
徴
収
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
）

 

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
・ 

自
動
車
燃
料
チ
ケ
ッ
ト
の 

交
付
手
続
き
の
ご
案
内

　

平
成　

年
度
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

２１

用
券
お
よ
び
自
動
車
燃
料
チ
ケ
ッ
ト
の

交
付
手
続
き
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
、
３
月
中
旬
に
お
知
ら

せ
を
郵
送
し
ま
す
。

　
●
特
設
会
場
で
の
手
続
き

日
時　

３
月　

日（
土
）〜　

日（
月
）  

２１

２３

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

●
市
役
所
窓
口
で
の
手
続
き

日
時　

３
月　

日（
月
）正
午
以
降
（
土

２３

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時

３０

場
所　

社
会
福
祉
課
窓
口

※
５
月
１
日（
金
）以
降
の
手
続
き
を
さ

れ
た
場
合
は
、
交
付
枚
数
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
を
お
持

ち
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
、
４
級
を
お
持

ち
の
方
で
、
下
肢
ま
た
は
視
覚
障
が

い
を
有
す
る
方

○
療
育
手
帳
（
み
ど
り
の
手
帳
）
○Ａ
 

、

Ａ
、
Ｂ
を
お
持
ち
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、
２

級
を
お
持
ち
の
方

※
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は

除
き
ま
す
。

●
種
類
・
交
付
枚
数

　

次
の
い
ず
れ
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

・
１
カ
月
当
た
り
２
枚
、
年
間　

枚
ま
で

２４

▼
自
動
車
燃
料
チ
ケ
ッ
ト

・
１
カ
月
当
た
り
１
枚
、
年
間　

枚
ま
で

１２

お
問
合
せ　

社
会
福
祉
課　

直
通
�　
９８２

　

・
９
５
３
０
、
�　

・
５
５
１
３

９８２

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
目
に 

液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ

ビ
・
衣
類
乾
燥
機
を
追
加
！

　

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
管

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
を
処
分
す
る
際
に
は
、
消

費
者
が
規
定
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
負

担
し
、
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
こ
の
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
に
「
液
晶
テ
レ

ビ
」「
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
」「
衣
類
乾
燥

機
」
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
や

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
、
処
分
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　

環
境
課　

直
通
�　

・
９

９８２

　

６
９
６
、
�　

・
５
６
８
２

９８１

４
月
１
日
か
ら

駐
車
監
視
員
活
動
区
域
を
追
加

吉越橋 
保１丁目 
木売１丁目 
保一丁目 
木売一丁目 
吉川駅 

木売二丁目 
　　三丁目 

高富一丁目 
　　二丁目 

高久一丁目 
　　二丁目 

中曽根一丁目 
　　　二丁目 

道庭１丁目 
　　２丁目 
道庭一丁目 
　　二丁目 

【
Ｊ
Ｒ
吉
川
駅
周
辺
・
吉
川
駅
南
地
区
】 

さ
く
ら
通
り 

�

プラズマテレビ
液晶テレビ

衣類乾燥機
ブ
ラ
ウ
ン
管

テ
レ
ビ

エ
ア
コ
ン

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

洗
濯
機

現在の対象品目４月１日から追加されるもの

関小 【
吉
川
団
地
周
辺
】 

お
問
合
せ　

吉
川
警
察
署
�　

・
０
１
１
０

９５８
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広報よしかわ　２００９年３月号　　10

「
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
」 

登
録
者
・
団
体
《
平
成　

・　

年
度
》 

２１

２２

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
・
自
発
的
な
学

習
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
「
吉
川
市
生
涯

学
習
人
材
バ
ン
ク
」
に
登
録
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

�
「
人
材
バ
ン
ク
」
と
は

　

個
人
お
よ
び
団
体
が
有
す
る
資
格
や
技
術
、

技
能
、
学
習
経
験
な
ど
を
活
か
し
、
指
導
者

と
し
て
登
録
公
開
・
実
践
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
自
主
的
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

�
登
録
要
件　

　

次
の
要
件
を
満
た
す
個
人
お
よ
び
団
体
と

し
ま
す
。

①
生
涯
学
習
活
動
に
深
い
理
解
と
熱
意
が

あ
る
方

②
文
化
・
芸
術
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
に
つ
い
て
技
術
・
知
識
を
持
ち
指
導

で
き
る
方

③
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
ま
た
は
営
利
を

目
的
と
し
な
い
個
人
お
よ
び
団
体

�
登
録
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２３

３１

の
２
年
間

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
、
中
央
公
民
館
、

　

お
あ
し
す
に
設
置
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

お
申
込
・
問
合
せ　

３
月　

日（
木
）ま
で
に

１９

直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
生
涯
学
習
課
へ
。

直
通
�　

・
３
５
６
３
、
�　

・
３
５
６

９８４

９８４

２

稲
作
・
畑
の
作
業
受
委
託 

希
望
者

　

「
将
来
、
農
地
を
有
効
活
用
で
き
る
か
心

配
」
な
ど
と
考
え
て
い
る
農
家
の
方
、
農
地

委
託
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

本
来
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
場
合
に

は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
が
、
利
用

権
設
定
事
業
に
よ
り
貸
し
借
り
を
す
る
こ
と

で
農
地
法
の
許
可
が
不
要
に
な
り
、
簡
単
な

申
し
込
み
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が

で
き
ま
す
。

対
象　

管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
市
内
の
農

地
（
納
税
猶
予
を
受
け
て
い
る
農
地
を
除

く
）

・
委
託
先
の
紹
介
と
契
約
な
ど
の
手
続
き

は
、
市
が
行
い
ま
す
。

・
農
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
、
委
託
契
約

が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
農
地
を
借
り
て
農
業
経
営
の
拡
大
を
図

り
た
い
方
（
受
託
希
望
者
）
も
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
･
問
合
せ　

農
政
課　

直
通
�　

・
９８２

　

９
４
８
２
、
�　

･
５
３
９
２

９８１

第
６
回 
自
然
観
察
教
室 

�
早
春
編
�
春
を
み
つ
け
よ
う
！ 

　

吉
川
に
生
息
す
る
生
き
物
た
ち
を
季
節
ご

と
に
場
所
を
変
え
て
観
察
し
ま
す
。

　

観
察
を
通
じ
て
自
然
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
時　

３
月
８
日（
日
）午
前
９
時
〜
（
２
時

　

間
程
度
）
※
小
雨
決
行

集
合　

旭
地
区
セ
ン
タ
ー

観
察
場
所　

旭
地
区
セ
ン
タ
ー
周
辺

対
象　

市
内
在
住
の
方

費
用　

無
料

お
申
込
・
問
合
せ　

３
月
４
日（
水
）ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
環
境
課

へ
。
直
通
�　

・
９
６
９
８
、
�　

・
５

９８２

９８１

６
８
２

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ 

　

西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち

in
　

「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
中

学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
や
妊
娠
中
の
方
が
い

る
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
「
パ
パ
・
マ
マ
応

援
シ
ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド
」
を
、
協
賛
店
舗

で
提
示
す
る
だ
け
で
割
引
き
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
応
援
シ
ョ
ッ
プ
の
協
賛
店
の
１
つ
に

な
っ
て
い
る
「
西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち
」
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
応
援
シ
ョ
ッ
プ
が
一
堂
に
集
ま

り
出
店
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
日
限
り
の
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
の
で
、
優
待
カ
ー
ド
を
持
っ
て
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月　

日（
金
）〜　

日（
日
）

２０

２２

場
所　

西
武
園
ゆ
う
え
ん
ち
（
所
沢
市
）

内
容　

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
出
店
、

そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
。

費
用　

入
園
料
が
必
要
で
す
。

　

当
日
は
、
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優

待
カ
ー
ド
提
示
で
、
大
人
（
中
学
生
以
上
）

通
常
１
、
０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０
円

を
そ
れ
ぞ
れ
半
額
に
割
引
き
。
ワ
ン
デ
ー

フ
リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
も
割
引
き
あ
り
。

イ
ベ
ン
ト
の
お
問
合
せ　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
大

宮
支
店
（
�　

・　

・
５
２
５
５
）、
西
武
園

０４８
６４９

ゆ
う
え
ん
ち（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.seib

u
-g
rou
p
.co.jp

/rec/

yuenchi/index.htm
l

）

優
待
カ
ー
ド
の
配
布

　

子
育
て
支
援
課
で
随
時
配
布
。
母
子
健
康

手
帳
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
証
ま
た

は
お
子
さ
ん
の
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

お
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課　

直
通
�　

・
９８２

９
５
２
９
、
�　

・
５
５
１
３　

９８２

　

埼
玉
県
少
子
政
策
課　

直
通
�　

・　

・

０４８

８３０

３
３
４
３
、
�　

・　

・
４
７
８
４

０４８

８３０

参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者なななななななななななどどどどどどどどどどどををををををををををを募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集しししししししししししままままままままままますすすすすすすすすすす
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11　　広報よしかわ　２００９年３月号

フォトニュース ～開催されたイベントや催しの模様をお知らせします～

■環境フェスティバル２００９
おあしす　２月１４日�

　

五
穀
豊
穣
と
悪
疫
退
散
を
願
う
初

午
行
事
と
し
て
約　

年
の
伝
統
が
あ

２００

る
「
大
蛇
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

稲
わ
ら
で
作
ら
れ
た
全
長
３
メ
ー

ト
ル
を
超
す
大
蛇
は
頭
上
高
く
担
が

れ
、
神
社
の
社
殿
を
３
周
し
た
後
、

頭
を
陽
が
昇
る
東
方
に
向
け
て
鳥
居

に
祭
ら
れ
ま
し
た
。

■大蛇まつり
上広島地区　２月８日�

■災害時における電気設備等の復旧等
に関する協定調印式　市役所２月９日�

　

環
境
の
大
切
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
小

学
生
に
よ
る
環
境
学
習
発
表
に
市
内
４ 

校
が
参
加
し
、北
谷
小
学
校
園
芸
委
員
会
、

栄
小
学
校
４
年
生
、
中
曽
根
小
学
校
６
年

生
、
旭
小
学
校
５
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
よ
し
か
わ
」
に
よ
る
環
境
寸
劇
や
市
内

の
児
童
劇
団
ピ
ー
チ
に
よ
る
人
形
劇
、
紙

芝
居
も
行
わ
れ
ま
し
た

　

災
害
時
に
公
共
施
設
な
ど
の
電
気

設
備
の
復
旧
や
、
電
気
に
係
る
事
故

を
防
止
す
る
た
め
、
吉
川
市
と
埼
玉

県
電
気
工
事
工
業
組
合
に
お
い
て「
災

害
時
に
お
け
る
電
気
設
備
等
の
復
旧

等
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ぶ
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■①日本古武道真剣居合術の実
演＆②ＪＦＡサッカー教室

三輪野江小学校

■旭小学校タイムカプセル掘り
起こし　　旭小学校　２月８日�

■ＮＰＯフォーラムよしかわ市
民講座　　おあしす　2月 7日�

　

①
１
月　

日（
月
）、三
輪
野
江
小
出
身
で
、

２６

各
国
で
古
武
道
を
教
え
て
い
る
関
口
高
明
氏

に
よ
る
、
６
年
生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業

が
行
わ
れ
、
児
童
は
「
真
剣
」
の
居
合
術
と

講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

②
１
月　

日（
木
）・　

日（
金
）、県
サ
ッ
カ

２９

３０

ー
協
会
の
方
の
指
導
で
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
キ
ッ
ズ
プ

ロ
グ
ラ
ム
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
が
行
わ
れ
、
児

童
は
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ー
ル
に
触
れ
合
っ
て

い
ま
し
た
。

〜
出
会
い　

共
感　

あ
な
た
の
吉
川
〜

　

よ
し
か
わ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
会
は
、
日
ご
ろ

の
活
動
紹
介
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
約

　

人
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

２２０
　

パ
ネ
ル
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
、「
子

育
て
」「
環
境
」「
協
働
」
の
各
分
野
で
の

分
科
会
が
開
か
れ
、
市
民
が
楽
し
く
参
加

し
な
が
ら
学
習
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。

カプセルを引き上げるぞー！

クラスを代表して、はい！ポーズ

私はナニを入れたっけ？

「英語の読み聞かせ」の実習 「真剣」のすごさに驚き！

「子育て」について意見交換 うまくドリブルできたかな？
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば　
　
　
　
　
　
■日
‥
日
時

■場
‥
場
所

■内
‥
内
容

■費
‥
費
用

■定
‥
定
員

■対
‥
対
象

■主
‥
主
催

■持
‥
持
ち
物

■申
‥
お
申
込
み

■問
‥
お
問
合
せ

広報よしかわ　２００９年３月号　　12

�●
吉
川
ド
リ
ー
ム
ズ
少
年
野
球
チ
ー
ム

□日
 
　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

□場
 
　

栄
小
学
校

□内
 
　

軟
式
野
球　

※
事
前
連
絡
の
上
、
気

軽
に
き
て
く
だ
さ
い
。

□費
 
　

月
会
費
２
’
０
０
０
円
、
入
会
金
１
’

２
０
０
円
（
保
険
代
）

□対
 
　

新
５
年
生
以
下
の
小
学
生

□問
 
　

佐
々
木
�　

・
７
０
３
４

９８２

●
シ
ニ
ア
吉
川
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
気
力
充
実
・
体
力
保

持
を　

市
内
外
大
会
出
場
有
り
。

!!

□日
 
　

毎
週
水
曜
･
金
曜
日
午
前　

時
〜

１０

正
午
、毎
週
日
曜
日
午
前　

時
〜
午
後
１

１１

時
□場
 
　

中
曽
根
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
水
曜
･

金
曜
日
）
北
谷
小
学
校
校
庭
（
日
曜
日
）

□費
 
　

月
会
費
１
’５
０
０
円
、入
会
金
な
し

□対
 
　
　

歳
以
上
（
男
性
の
方
）

５８

□問
 
　

岩
間
�
･
�　

・
９
４
６
６

９８２

●
吉
川
市
野
球
連
盟

　

新
チ
ー
ム
お
よ
び
審
判
員
募
集
（
資
格

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

□日
 
　

総
会
を
３
月　

日（
日
）に
開
催
し
ま

２２

す
。
ご
希
望
の
方
は
３
月　

日（
金
）ま

２０

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□問
 
　

島
田
�　

・
３
２
４
９
・
９
９
６
５

０９０

●
軽
ス
ポ
ー
ツ
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

□日
 
　

毎
週
水
曜
日

□場
 
　

中
央
中
学
校
体
育
館

□費
 
　

毎
回
３
０
０
円

□対
 
　

男
女
ど
な
た
で
も
楽
し
く
遊
べ
る
方

□問
 
　

小
川
�
･
�　

・
６
１
０
６

９８１

仲　

間　

を　

募　

集

●
吉
川
お
あ
し
す
自
彊
術
サ
ー
ク
ル

　

自
然
治
ゆ
力
、
免
疫
力
を
高
め
る
健
康

体
操
で
す
。

□日
 
　

毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
）
午
後
２
時

〜
３
時　

分
３０

□場
 
　

お
あ
し
す

□費
 
　

年
会
費
３
’
０
０
０
円
、
月
会
費
３
、

０
０
０
円

□対
 
　

健
康
増
進
に
関
心
の
あ
る
方
（
老
若

男
女
不
問
）

□問
 
　

長
岡
�　

・
０
７
７
９
、
�　

・
０

９８１

９５１

０
６
１

●
吉
川
市
弓
道
連
盟
一
心
館

□日
 
　

平
日
夜
間
９
時
以
降
も
練
習
で
き
ま

す
の
で
、
仕
事
の
後
に
気
分
転
換
で
き

ま
す
。

□場
 
　

一
心
館
（
川
藤
１
１
３
番
地
２
）

□内
 
　

毎
月
の
月
例
会
の
ほ
か
、
３
月　

日
１５

に
は
当
道
場
で
武
輝
神
社
奉
納
射
会
が

あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
。

□費
 
　

月
会
費
３
’
０
０
０
円
、
入
会
金
３
’

０
０
０
円

□対
 
　

経
験
者　

歳
以
上（
初
心
者
は
応
相
談
）

１８

□問
 
　

長
久
（
日
中
）
�　

・
０
０
５
９
、

９８２

　

弓
道
場
（
夜
間
）
�　

・
３
３
３
９
、

９８２

Ｅ
メ
ー
ル：

issin
k
an
@
g
m
ail.com

●
硬
式
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

　

少
し
経
験
の
あ
る
方
、
ビ
ジ
タ
ー
の
方

も
大
歓
迎
！
！
楽
し
く
、
仲
良
く
、
元
気

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

□日
 
　

毎
週
火
曜
日
午
前　

時
か
ら
正
午

１０

□場
 
　

吉
川
沼
辺
公
園

□費
 
　

月
会
費
４
’
０
０
０
円

□対
 
　

年
齢
、
性
別
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

□問
 
　

森
田
�
･
�　

・
０
６
４
８

９８２

●
吉
川
テ
ニ
ス
協
会
主
催　

テ
ニ
ス
大
会

①
春
季
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
（
兼
県
大

会
予
選
）
②
春
季
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
（
兼
県
大
会
予
選
）

□日
 
　

①
４
月　

日（
日
）、
雨
天
順
延　

日

１９

２６

（
日
）②
５
月　

日（
日
）、
雨
天
順
延　

１０

１７

日
（
日
）

□場
 
　

①
②
吉
川
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

□費
 
　

①
ダ
ブ
ル
ス
（
１
チ
ー
ム
）
会
員
２
’

５
０
０
円
、
そ
の
他
３
’
５
０
０
円

　

②
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
人
）
会
員
２
’
０

０
０
円
、
そ
の
他
３
’
０
０
０
円

□対
 
　

会
員
、
市
内
在
住
・
在
勤
者

□申
 

･
□問
 
　

①
ダ
ブ
ル
ス
４
月
３
日（
金
）ま

で　

②
シ
ン
グ
ル
ス
４
月　

日（
金
）ま

２４

で　

宮
崎
�　

・
４
５
０
０

９８２

●
吉
川
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
・
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

音
楽
に
合
わ
せ
楽
し
く
歩
き
ま
す
。

□日
 
　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

□場
 
　

中
央
公
民
館
（
見
学
自
由
）

□費
 
　

月
会
費
１
’０
０
０
円
、入
会
金
な
し

□対
 
　

健
康
で
歩
け
る
方

□問
 
　

松
村
�
･
�　

・
７
６
３
３

９８２

●
埼
玉
県
年
金
受
給
者
協
会
吉
川
分
会
ボ

ー
リ
ン
グ
部
会
員

　

高
齢
者
の
健
康
維
持
と
ス
ト
レ
ス
解
消

な
ど
で
見
直
さ
れ
て
い
る
ボ
ー
リ
ン
グ
。

部
設
立
に
当
た
り
新
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

□対
 
　

年
金
受
給
者
協
会
会
員
お
よ
び
各
種

年
金
受
給
者
で
入
会
希
望
者
。

□問
 
　

渡
辺
�　

・
５
４
３
０

９８２

�●
第　

回
吉
川
市
美
術
協
会
展

１９ 催
し
も
の
が
あ
り
ま
す

　

油
絵
、
水
彩
画
、
絵
画
展
示
し
ま
す
。

□日
 
　

２
月　

日（
土
）午
後
１
時
〜
３
月

２８

８
日（
日
）午
後
４
時
ま
で

□場
 
　

中
央
公
民
館　

ロ
ビ
ー

□問
 
　

曽
根
�　

・
５
０
６
１

９８３

●
探
鳥
会
（
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
）

　

中
川
の
河
畔
林
で
獲
物
を
待
つ
オ
オ
タ

カ
を
見
る　

※
雨
天
中
止

□日
 

・
□場
 
　

３
月　

日（
日
）午
前
９
時
吉
川

１５

駅
集
合
〜
午
前　

時　

分
ご
ろ
同
駅
解

１１

３０

散
。

□費
 
　

２
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

□持
 
　

雨
具
、
飲
み
物

□問
 
　
（
財
）埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会　

石
川
�
･
�　

･
５
５
８
７

９８２

●
シ
ャ
ボ
ン
玉
ク
ラ
ブ

　

Ｅ
Ｍ
石
け
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
ま
す
。

□日
 
　

３
月　

日（
火
）･　

日（
火
）午
前
９

１０

２４

時　

分
〜
正
午

３０

□場
 
　

ひ
だ
ま
り
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
所
／
南
広
島
）

□内
 
　

Ｅ
Ｍ
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
づ
く
り

□問
 
　

シ
ャ
ボ
ン
玉
ク
ラ
ブ　

伊
勢
谷
�
･

�　

・
１
９
７
０

９８２

●
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

□日
 
　

３
月　

日（
水
）午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

３
時　

分
３０

□場
 
　

中
央
公
民
館　

３
０
３
号
室

□主
 
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ま
ず
の
里
福
祉
会

□問
 
　

ひ
だ
ま
り　

星
座
�　

･
９
５
９
５
、

９９１

す
ず
ら
ん　

白
井
�　

･
８
５
１
０

９８１

●
学
校
に
行
か
な
い
子
を
持
つ
親
の
会

　

心
の
中
の
こ
と
、
す
べ
て
吐
き
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

□日
 
　

３
月　

日（
土
）午
後
１
時
〜
４
時

２８

□場
 
　

お
あ
し
す　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
２

□費
 
　

１
０
０
円

□問
 
　

宮
田
�　

･　

･
８
７
５
７

０４７

３６１

�

秋
尾
敏
選（
軸
俳
句
会
提
供
）　

吉
川

小
島

裕
子

節
分
か
と
呟
い
て
い
る
ホ
ー
ム
レ
ス

道
庭

人
見

正

梅
ひ
ら
く
偕
楽
園
の
梅
と
し
て

上
笹
塚

山
口

明

早
春
の
薄
目
に
潜
ん
で
い
る
破
局

吉
川

上
野
か
づ
子

立
春
や
未
だ
に
解
け
ぬ
謎
ば
か
り

吉
川

富
田
と
き
え

琴
始
め
余
韻
ひ
ろ
が
る
公
民
館

加
藤

藤
井

勉

な
ま
は
げ
の
県
職
員
を
糾
し
け
り

川
富

豊
田

ひ
で

年
に
一
度
笑
顔
の
集
い
桜
草

�◆
吉
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

１
月
受
付
分

○
宗
教
法
人
よ
う
き
づ
く
め
本
嬬
武
教
会

代
表
者
八
島
文
雄
１
０
’
０
０
０
円
○
ほ

ほ
え
み
の
家
３
０
’
０
０
０
円
○
木
売
ス

マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
１
０
’
０
０
０
円

◆
吉
川
市
立
図
書
館
に
次
の
方
か
ら
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
吉
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

児
童
・
ヤ

ン
グ
向
け
図
書　

冊
（
約　

万
円
相
当
）

１３６

２０

○
東
京
電
力
株
式
会
社
川
口
支
社　

大
活

字
本　

冊
、
録
音
図
書　

本

１０

２１

吉　

川　

俳　

壇

善

意

に

感

謝
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◇
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

　

２
月　

日（
月
）、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

１６

吉
川
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
、職
名
は
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）

２０

「
社
会
福
祉
功
労
」

浅
見
美
代
子
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
吉

川
市
補
導
委
員
）

赤
沼
婦
美
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

石
塚
ヒ
ロ
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

大
久
保
本
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

大
杉　

次
男
（
吉
川
市
青
少
年
育
成
推
進
員
）

川
元　

妙
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

北
野　

�
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

倉
本　

幸
子
（
吉
川
市
青
少
年
育
成
推
進
員
）

黒
澤
智
恵
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

小
林　

聰
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

駒
�
善
次
郎
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

坂
卷　

敏
人
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

佐
�　

昭
男
（
吉
川
市
青
少
年
育
成
推
進
員
）

篠
原　

永
一
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

鈴
木
佳
代
子
（
吉
川
市
青
少
年
育
成
推
進
員
）

長
嶋
須
美
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

名
倉　

和
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

松
澤
す
ず
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

宮
地
美
智
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

森
田　
　

崇
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

矢
橋　

イ
シ
（
吉
川
市
青
少
年
育
成
推
進
員
）

山
�
ヤ
ヱ
子
（
吉
川
市
補
導
委
員
）

山
田　

輝
子
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

若
林　

久
子
（
保
護
司
）

「
自
治
功
労
」

　

竹
内　

武　

（
元
自
治
会
長
）

　

玉
川　

正
幸
（
元
吉
川
市
議
会
議
員
）

　

中
村　

美
富
（
農
事
組
合
長
）

◇
市
体
育
協
会
表
彰

　

２
月
７
日（
土
）、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

吉
川
市
体
育
協
会
に
よ
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
対
象
は
永
年
に
わ
た
り
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
や
・
県
・
関
東
・
全
国
大
会
で
す
ば
ら
し

い
活
躍
を
さ
れ
た
方
で
、
今
年
は
、
功
労
賞　
１１

人
、
優
秀
選
手
賞　

人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

８５

◇
埼
玉
県
知
事
表
彰

　

平
成　

年
度
県
民
の
日
記
念
式
典
で
「
吉
川

２０

市
く
ら
し
の
会
」
が
、
長
年
の
活
動
を
認
め
ら

れ
、
知
事
表
彰
（
社
会
福
祉
功
労
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

同
会
は
昭
和　

年
の
発
足
以
来
、
健
全
な
生

５１

活
の
確
立
を
目
指
し
、
消
費
生
活
の
改
善
・
向

上
や
生
産
者
・
消
費
者
相
互
の
意
志
疎
通
を
図

る
な
ど
、
地
域
社
会
の
円
滑
な
発
展
に
寄
与
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
市
民
の
入
会
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
会
費　

５
０
０
円
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）

お
問
合
せ　

吉
川
市
く
ら
し
の
会
事
務
局
（
商

　

工
課
内
）
直
通
�　

・
９
６
９
７

９８２

　
　

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）ま
で

　

３
月
１
日
か
ら
１
週
間
、「
春
の
火
災
予
防
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

「
火
の
し
ま
つ 

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る
」　

を
統
一
標
語
に
、
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
安
全

の
推
進
、
防
火
安
全
対
策
の
徹
底
な
ど
、
火
災

予
防
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

①
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を　
!!

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
吉
川
松
伏
消
防
組

合
火
災
予
防
条
例
で
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.yoshim

atsu-119.jp

）を
ご
覧

に
な
る
か
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課　

�　

・
３
９

９８２

　

１
９

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
注
意

　

「
消
火
器
」
や
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

を
高
額
な
値
段
で
販
売
す
る
業
者
が
全
国

的
に
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
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今月は 

関
小
学
校
で
す 
み
ん
な
の
作
品 

「
思
い
出
に 

残
っ
た
修
学
旅
行
」

　

宇
宙
に
、
こ
ん
な
ゆ
う
え
ん
ち
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
か
き
ま
し
た
。

太
陽
や
地
球
、
土
星
、
ロ
ケ
ッ
ト
、
Ｕ

Ｆ
Ｏ
が
見
え
る
宇
宙
で
電
車
や
か
ん
ら

ん
車
に
の
っ
て
み
た
い
な
。
宇
宙
の
色

は
、
が
よ
う
紙
に
白
い
紙
を
は
っ
て
、

き
り
ふ
き
で
ぼ
か
し
ま
し
た
。

６年　 石 綿   　 佑  美 さん
いし わた ゆ み

３年　 田  茂 井   　 陽 智   さん
た も い はる とし

「
宇
宙
の
遊
び
」

　

私
は
、
こ
の
６
年
間
で
一
番
心
に
残

っ
た
の
が
、
修
学
旅
行
で
す
。
た
っ
た

の
２
日
間
だ
け
だ
っ
た
け
れ
ど
、
と
っ

て
も
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
私
が
一
番
思
い
出
に
残
っ

た
こ
と
は
、ホ
テ
ル
で
の
出
来
事
で
す
。

み
ん
な
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
た
り
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で
２
位
を
と
っ
た

こ
と
、一
緒
に
ね
た
こ
と
。
と
に
か
く
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

２
日
目
、
一
番
思
い
出
に
残
っ
た
こ

と
は
、
全
部
で
す
。
大
涌
谷
や
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
、
海
賊
船
、
小
田
原
城
に
行
っ

て
、
い
ろ
ん
な
物
を
見
学
し
た
り
、
体

験
し
た
り
し
て
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
そ
の
中
で
一
番
楽
し
か
っ
た
場

所
は
、
大
涌
谷
で
す
。
最
初
に
来
た
と

き
は
、
く
さ
か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん

な
れ
て
、
た
ま
ご
を
買
い
ま
し
た
。
大

涌
谷
で
有
名
な
黒
卵
で
す
。
塩
を
つ
け

て
、
友
達
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。
と

っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
２
日
間
だ
っ
た
け
ど
、
と
っ

て
も
貴
重
な
修
学
旅
行
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、そ
の
思
い
出
は
、

忘
れ
ず
に
、中
学
校
へ
行
き
た
い
で
す
。

　
　

月
に
鎌
倉
と
箱
根
に
行
っ
た
修
学

１１
旅
行
の
楽
し
い
思
い
出
を
作
文
に
し
ま

し
た
。

下内川大岩神社｢延喜式内意富比大神楽絵馬｣

　

本
市
下
内
川
の
大
岩
神
社
に
は
、
明

治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
奉
納
さ

れ
た「 
延  
喜  
式  
内  
意  
富  
比  
大  
神  
楽 
絵
馬
」

え
ん 
ぎ 
し
き 
な
い 
お 

お 

ひ 
だ
い 
か
ぐ 
ら

（
九
〇
・
七
セ
ン
チ
×
一
〇
六
・
三
セ

ン
チ
）
が
あ
り
ま
す
。
地
元
に
は
、「
船

橋
太
々
講
」
が
組
織
さ
れ
、
船
橋
大
神

宮
（
意
富
比
神
社
）
の
参
詣
か
ら
無
事

帰
郷
し
た
お
礼
と
し
て
、
絵
馬
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
同
絵
馬
に
は
、
参
詣
し

た
と
思
わ
れ
る
ご
婦
人
の
名
前
が
多
数

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
内
川
地
区
は
、

江
戸
川
を
挟
ん
で
対
岸
の
野
田
市
や
流

山
市
と
の
交
流
も
深
く
市
内
各
地
に

「 
船  
橋  
太  
 々 
講 
」
が
存
在
し
ま
し
た
。

ふ
な 
ば
し 
だ
い 
だ
い 
こ
う

流
山
市
調
査
報
告
書
『
流
山
の
講
』
に

は
、
念
仏
講
よ
り
も
若
い
ご
婦
人
達
の

組
織
を
「 
遊  
山  
講 
」
と
呼
び
、
明
治
期

ゆ 
さ
ん 
こ
う

か
ら
大
正
期
頃
ま
で
東
参
り
と
い
っ
て

今 今 

昔 昔 

『
吉
川
の
参
詣
絵
馬
』

「
船
橋
太
々
講
」
を
組
み
、
同
大
神
宮

に
は
新
河
岸
か
ら
船
で
江
戸
川
を
下
り
、

参
詣
に
出
か
け
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
遊
山
講
」
は
、
こ
の
他
に

近
隣
の
寺
や
集
会
所
に
集
ま
り
、
飲
食

を
し
な
が
ら
歌
っ
た
り
、
踊
り
な
ど
を

し
て
、
親
睦
を
深
め
た
と
の
事
で
す
。

　

下
内
川
の
大
岩
神
社
に
奉
納
さ
れ
た

絵
馬
に
は
、
ご
婦
人
達
が
鳥
居
を
く
ぐ

り
、
大
神
宮
へ
参
詣
に
向
う
様
子
と

「
意
富
比
神
社
」
の 
石  
碑 
や
明
治
十
三

せ
き 
ひ

年
（
一
八
八
〇
）
に
建
造
さ
れ
た
私
設

の
「 
灯 とう 
明 
み
ょ
う 
台 
」（
千
葉
県
指
定
文
化
財
）

だ
い

が
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
台
は
、
木

造
三
階
建
の
高
さ
約
十
二
メ
ー
ト
ル
の

建
造
物
で
あ
り
、
約
十
五
年
間
に
わ
た

り
海
の
守
護
神
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
光
の
到
達
距
離
は
、
約
六
海
里

（
約
十
一
キ
ロ
）
に
お
よ
ん
だ
と
言
い

ま
す
。
現
在
は
、
一
月
上
旬
の
日
曜
日

に
成
人
を
迎
え
た
人
達
を
祝
し
、「
灯
明

台
記
念
祭
」
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
点

火
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
季
節
は
春
、
桜

が
満
開
で
、
船
橋
の
地
名
の
由
来
に
な

っ
た
海
老
川
や
東
京
湾
、
遠
く
富
士
山

迄
も
見
事
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

毎
年
十
月
中
旬
、
秋
の
例
祭
で
行
わ
れ

る
奉
納
相
撲
は
有
名
で
す
。
天
正
十
八

年
（
一
五
九
〇
）、
徳
川
家
康
が
鷹
狩
り

で
当
地
に
滞
在
し
た
時
、
子
供
相
撲
を

上
覧
し
た
事
が
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
大
神
宮
の
祭
礼
に
は
、

欠
か
せ
な
い
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
川
市
郷
土
史
会
会
員　

中
野
正
一
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会場はすべて保健センターで実施します。

●健康相談
■乳幼児健康相談

３０日�　午前９時２０分～１０時

■７カ月児健康相談（個別通知をいたします）

８日�・２８日�　午前９時２０分～１０時

●健康診査
■４カ月児健康診査（個別通知をいたします）

９日�・２２日�　午後１時２０分～１時５０分

■１歳８カ月児健康診査（個別通知をいたします）

２４日�　午後１時２０分～１時５０分

■３歳４カ月児健康診査（個別通知をいたします）

７日�　午後１時２０分～１時５０分

●予防接種
■ポリオ

２日�･６日�･８日�･１７日�･２３日�･２８日�　

午後１時２０分～１時５０分

◎休日当番医診療（急患のみ）

病院名　吉川中央総合病院　�９８２・８３１１
内容　急患の診療（日曜日・祝日）
時間　午前９時～午後５時
◎小児時間外（初期救急）診療（当番医輪番制）

内容　お子さんの夜間の救急診療
時間　平日午後７時～１０時
※当番医の確認は小児時間外診療当番機関案内図
（昨年９月に全戸配布。４月から１０月分は３月に配
布予定です）をご覧になるか、または市役所（�９８２
・５１１１）、消防署へお問い合わせください。
◎吉川消防署

お問合せ　�９８２・３９３１、�９８２・３９１７
救急の場合　�１１９
◎献血情報

越谷レイクタウン献血ルーム
�０１２０・１３７・３７９
午前１０時～午後５時３０分
◎埼玉県休日夜間児童虐待通報ダイヤル

�０４８・７７９・１１５４ 土曜日・日曜日、祝日／２４時間、
平日／午後６時１５分～翌日午前８時３０分
◎埼玉県小児救急電話相談

平日（月曜日～土曜日）午後７時～１１時
休日（日曜日、祝日）午前９時～午後１１時　
県内どこからでも電話で｢♯８０００｣相談窓口につなが
ります。

●吉川歯科医師会からのお知らせ
無料口腔衛生相談 ３月の当番医
電話予約の上、ご来院下さい。

電 話医療機関名
９８３・１１８２たかせ歯科医院
９８１・８８５０小野歯科クリニック

コンタクトレンズは“高度管理医療機器” 
－正しく使っていますか？－

　日本では、現在１,８００万人以上の方がコンタクトレンズ 
（ＣＬ）を使い、２０代では約４０％が使用者と言われています。
　ここ数年は、毎日新しいＣＬを使うことが安全であると
いう理由で、１日で使い捨てるソフトコンタクトレンズ
（ＳＣＬ）使用者が著しく増えています。その一方では、
７０～８０％の人が毎日レンズケア（こすり洗い洗浄、消毒、

� ����������
保存）をしながらＳＣＬやハードコンタクトレンズ（ＨＣ
Ｌ）を使用しています。
　ＣＬによる目の障害で受診される患者さんの多くは、レ
ンズケアや使用方法（長時間装用、居眠り中装用など）に
問題があり、定期検診を受けていらっしゃいません。特に
ＳＣＬはＨＣＬに比べ、面積が大きく黒目（角膜）全体を
おおうために、不適切なケアによるレンズの汚れや劣化、
長時間装用などにより目の障害が起きやすくなっています。
　ＣＬは平成１７年４月に、正しい使用方法を守らなければ
重篤な目の障害（失明）を引き起こす可能性がありますの
で、心臓ペースメーカーや透析装置などと同じ“高度管理
医療機器”に指定されました。どんなに装用感が良くても
“ＣＬは目の異物”です。レンズケアを正しく行い使用方
法を守り定期検診を受けることで、ＣＬは安全に使えます。
ＣＬ使用者の方は今一度、レンズケアと使用方法について
確認してみましょう。

吉川市医師会　ひかり眼科
鈴木　君代　先生

わが家のこの味 わが家のこの味 

　　
�

作り方　　
①ボールにふるった米粉を入れ、コショウ、ごま油、とき卵を
加えて軽くまぜる。だし汁を少しずつ加えながら泡立て器で
まぜ、ダマができないように生地を作る。

②ニラは３�長さ、ニンジンは細切り、キムチは食べやすい大
きさに切る。シーフードミックスは解凍しておく。

③①の生地に②の具を混ぜ、温めたホットプレートもしくはフ
ライパンに薄く広げて焼く。焼き上がったら、食べやすい大
きさに切って皿に盛る。お好みでマヨネーズをかける。

米粉チヂミ

吉川市食生活改善推進員協議会

あなたから 地域へ広げる 健康づくり

　　� 材料（４人分）　
米粉ミックス粉（または小麦粉）　１２０g、コショウ少
々、ごま油大さじ２、卵１コ、だし汁１５０cc、キムチ
１５０g、ニラ５０g、ニンジン３０g、シーフードミックス１００g

－1人分の栄養価－
エネルギー　２２６kcal
脂質　７.８g
コレステロール　９２.３mg
塩分　１.０g
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広報よしかわ　２００９年３月号　　16

日時　３月１３日�午前１０時～１１時３０分
内容　ふれあい遊びなど
対象　１～２歳児と保護者
お申込み　当日、直接会場へ。
◆バンビらんど 
日時　３月１９日�午前１０時～１１時３０分　
内容　リズム遊びやゲーム
対象　就学前の子どもと保護者
持ち物　館内用のシューズ
お申込み　当日、直接会場へ。
◆チビッコランド 
日時　３月１５日�・２９日�、４月５日�午前
１１時～正午
内容　手遊び、工作、紙芝居、音楽など
対象　就学前の子どもと保護者
定員　親子１０組（先着順）　
お申込み　当日、直接会場へ。
◆ガラクタランド 
日時　３月７日�・２１日�、４月４日�午後
２時～４時
内容　身近な材料を使った楽しい工作　
対象・定員　小学生以上・１２人
お申込み　当日、直接会場へ。
◆レクリエーション 
日時　３月１４日�・２８日�午後３時～４時　
内容　みんなと楽しくいろいろな遊びや
ゲームをしよう
対象　小学生以上
◆あそぼうタイム 
日時　火曜日～金曜日午後４時～４時３０分
　※祝日、休館日は除く
内容　フットサル ･ドッジボールなどの
球技やレクリエーション
対象　小学生以上
◆スポーツランド 
日時　毎週日曜日午後３時～４時　

内容　フットサル・ドッジボールなど
対象　小学生以上
◆おもちゃの病院 
日時　３月６日�、４月３日�午前１０時～１１
時３０分
内容　こわれたオモチャを直します。
※部品代がかかる場合があります。

�

◆月曜おはなし会
日時　３月１６日�午後３時～
◆英語おはなし会 
日時　３月１４日�午後１時～
◆おはなし会 
日時　３月２８日�　�午後２時～
　　　　　　　　　�午後３時～
場所　図書館内おはなし室（申込不要）

�

◆利用・協力会員の説明会
　会員になるための説明会を行います。
日時　３月１２日�・１４日�午前１０時～１１時
３０分
場所　おあしす※要事前予約（託児あり）
◆協力会員募集中！ 
　子育ての援助をしてくださる方を募集。
内容　子育て中の両親に代わって自宅預
かりや、保育所、学童、習い事への送迎
などできる範囲で援助していただきます。
対象　市内在住で健康な方

�

◆子育てサロン「みんなで 話 ・ 和 ・ 輪 ！」
WA WA WA

おあしす・市立図書館
お申込・問合せ�９８４・１８８８�９８３・５５００

よしかわファミリー・サポート・センター
お申込・問合せ�・�９８４・６３７８

WWWWWWWWWWaaaaaaaaaaWWWWWWWWWWaaaaaaaaaaWWWWWWWWWWaaaaaaaaaaネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトトワワワワワワワワワワーーーーーーーーーークククククククククク事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業WaWaWaネットワーク事業

　お母さんとお子さんの友達づくりや気
分転換にどうぞ♪　　　　　　　要予約
日時　３月１９日�午前１０時３０分～正午
内容　わらべ歌や絵本の読み聞かせ、ゲ
ーム、ママのおしゃべりサロンなど。
対象・費用　未就園児とそのお母さん・１００円
お申込・問合せ　中央公民館　�９８１・１２３１、
�９８３・１８６４
◆赤ちゃんサロン「ゼロママ集まれ！」 
　　　　　　　　　　　　　　　要予約
日時　３月２５日�午前１０時３０分～正午
内容　赤ちゃんとママのためのミニコン
サートなど。
対象・定員　１歳３カ月までのお子さんと
そのお母さん・２０組（先着順）
費用　３００円
お申込・問合せ　中央公民館�９８１・１２３１、
�９８３・１８６４
◆赤ちゃんサロン 当日受付
日時　３月１１日�、４月２日�午前１０時３０分
～正午
場所　おあしす　セミナールーム３
内容　わらべ歌とママのおしゃべりサロン
対象・定員・費用　１歳３カ月までの第１
子の親子・１５組（先着順）・１００円
お問合せ　米山�０９０・７１８９・９７３８
◆お外で遊び隊！！ ※雨天中止
日時　４月２日�午前１０時３０分～
場所・対象　沼辺公園・親子一緒ならＯＫ。
内容　お花見しながら一緒にお弁当を食
べませんか～？　
持ち物　お弁当・飲み物・シートなど。
お問合せ　田原�０９０・４７１９・１４０７、強矢
０９０・８３４７・９１０８

行 っ て み た い な と な り ま ち

�　草加市
◆草加ふささらマラソン２００９
　市制５０周年記念イベントの締めくくり
として、市内初のハーフマラソンを開催
します。ゲストはシドニーオリンピック
金メダリストの高橋尚子さんです。
日時　３月２９日�午前８時から（雨天決行）
場所　そうか公園多目的運動広場をスタ
ート・ゴールとする市内特設コース
※駐車場はありません。また、当日会場
付近では交通規制を行います。
お問合せ　草加ふささらマラソン２００９実
行委員会�９２２・２８６１ 

�　三郷市
◆三郷演劇祭
日時　４月２５日�・２６日�午後１時開演
場所　鷹野文化センター
出演　三郷北高校演劇部ほか７団体
定員　２９８人（当日先着順）
費用　無料
交通　ＪＲ武蔵野線三郷駅から金町駅行き
バスで「八木郷橋」下車徒歩４分
お問合せ　三郷市鷹野文化センター�９５６
・９０１０

�　八潮市
◆文化振興講演会「アラブ舞踊の世界へ」
日時　３月７日�午後１時３０分～３時３０分
場所　八潮メセナホール
内容　ベリーダンスと民族舞踊
費用　無料
お問合せ　八潮市文化協会事務局（八幡
公民館内）�９９５・６２１６

�　越谷市
◆森山良子コンサート２００９～２０１０
日時　４月４日�午後５時３０分開演
場所　サンシティ大ホール
内容　「涙そうそう」、「さとうきび畑」な
ど、次代に歌い継がれるヒット曲を送り
出してきた森山良子さんのコンサート
費用　【全席指定】６,５００円　
※未就学児の入場不可
お問合せ　サンシティ�９８５・１１１２

�　松伏町
◆古利根川桜まつりを開催します
　古利根川堤では、延長１.５�にわたり約
１５０本の桜の木が見事な花を咲かせます。
桜まつり期間中は、ちょうちんを点灯し、
夜桜も楽しめます。
期日　３月２８日�～４月５日�
※開花状況により前後する場合があります。
夜桜観賞　ちょうちん点灯は開催期間中
の午後６時～９時
お問合せ　松伏町役場　環境経済課�９９１
・１８５３

よしかわ やしお 

みさと 

そうか 
まつぶし 

こしがや 

埼玉県東南部５市１町
イ ベ ン ト 情 報
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■市民サービスセンター
毎週月・火曜日、２５日�
※北部・東部は正午～午後１時の間、業
務の取り扱いを行っていません。

■中央公民館
１６日�・１７日�
図書室 ２日�・９日�・１６日�・１７日
�・２３日�・３０日�・３１日�

■総合体育館
１６日�
■旭公園球場
臨時休場のお知らせ
芝養生のため、３月１３日�までご利用で
きません。

■屋内温水プール
臨時休館のお知らせ
室内改修工事および設備総点検のため、
３月１６日�までご利用できません。
■児童館ワンダーランド
毎週月曜日、１７日�定期清掃、２４日�
祝日代休

■おあしす・市立図書館
おあしす ４日�・１８日�
市立図書館 毎週水曜日、１９日�
■視聴覚ライブラリー
毎週月曜日、１７日�・３１日�

�

◆公民館フェスティバルへ行こう！
　芸能音楽の部や展示公開の部の発表の
ほか、楽しい体験コーナーや模擬店など、
盛りだくさん。ぜひ、ご来館ください。
日時　３月１４日�午前１０時～午後５時・１５
日�午前９時３０分～午後４時
◆利用者研修会 
　公民館利用についての大切な研修会で
す。利用団体は必ず出席してください（１
～２人）。２部では裁判員制度の講演会が
あります。利用団体以外の方の参加も可。
日時　３月７日�
１部：説明会　午前９時３０分～１０時４５分
２部：裁判員制度講演会　午前１１時～正午
◆春休み映画会 
「ドラえもん！～のび太の恐竜２００６～」
日時　３月２１日��午前１０時～、�午後１
時３０分～（１０６分）
費用・定員　無料・各回とも４００人
◆調理室清掃 
　公民館の調理室がきれいなのは利用団
体の皆さまのおかげです。
日時　３月２１日�午前１０時～
※調理室利用団体はできるだけご協力く
ださい。
◆えほんのひろば 
　えほんの読み聞かせをしています。
日時　毎週土曜日　午後３時３０分～
◆託児ボランティア活動中 
　公民館利用者のお子さんを無償で託児
していただけます！　サークル活動や、
図書館利用の際にぜひご利用ください。
日時　６日�・１３日�午前１０時～正午

中央公民館
お申込・問合せ�９８１・１２３１�９８３・１８６４

◆託児ボランティア募集中 
　幼児室で公民館利用者のお子さんを無
償で託児していただけるスタッフを募集。
お気軽にお問い合わせください。

�

◆栄小体育館の鍵管理者を募集。
　詳しくは総合体育館へ。
◆第１４回吉川なまずの里マラソン
日時　平成２１年４月５日�午前８時３０分～
正午
会場　おあしす
※大会当日、市内各所で交通規制が行わ
れます。（参加申込の受付は１月３１日終了）
大会当日は、総合体育館、旭公園球場、
テニスコート、屋内温水プールなどの施
設が一時利用できなくなります。
　　　　　―　随時受付　―　　　　　
◆ふらっとスポーツ“総合体育館”３／１４�
施設使用料　一般１００円、児童生徒５０円
トレーニングウエア・室内運動靴着用。
トランポリン参加の際は靴下着用。

◆ふらっとスポーツ小学校くらぶ 
３月の日程

日時　第１・３土曜日の午前中
会場　市内７小学校校庭および体育館
内容　小学校体育施設でのスポーツ教室
開催予定

※現在、スタッフを募集しています。詳
しくは各会場にてお問合せください。
◆トレーニング講習会　　 ３月の日程
�トレーニング室を初めて利用する場合
はインストラクターによる講習会（無料）
を受講していただきます。
�中学生は講習会を受講された方と同伴
の場合のみご利用できます。
�ご利用の際は、トレーニングウェアと
室内運動靴を着用ください。

◆トレーニングアドバイス　３月の日程
�インストラクターによりトレーニング
方法などに関するアドバイスをいたします。

※トレーニング講習会後に行ないます。
◆個人開放日 ３月の日程
日時　毎週水曜日：午前９時～午後９時
　　　３月２８日�：午前９時～午後１時
施設使用料　一般１００円
　　　　　　児童生徒５０円（１回２時間）

総合体育館
お申込・問合せ�９８２・６８００�９８３・１８６７

�

　室内改修工事および設備総点検のため、
３月１６日�まで臨時休館となります。

―　随時受付　―

�

◆水中トレーニング　 ３月の日程
日時　２８日�　午前１１時～（５０分間）
内容　「ダイエット、筋力アップ、体力ア
ップ」（水の中でのさまざまな運動）
対象・費用　一般・施設使用料のみ
◆アクアビクス ３月の日程
日時　２６日�　午前１１時～（５０分間）
内容　音楽に合わせて水中健康体操
対象・費用　一般・施設使用料のみ

�

◆プラネタリウム 春の新番組
「春の星空と星になった蛍」

日時　毎週土曜・日曜日、祝日午後３時～
３時４０分
幼児番組　祝日の午前１１時～１１時２０分
※投影開始３０分前から受付します。
費用　市内・市外の方、３１日まで無料　
※平日は、１０人以上の団体利用可。（事前
申込が必要）３歳未満の乳幼児はご遠慮く
ださい。就学前の幼児は、保護者の同伴
が必要です。※観覧者が５人未満の場合
は、投影を中止する場合があります。
◆人形劇団ピーチ公演「コロボック」 
日時　�３月１４日�午後２時～３時　�３月
２８日�午後２時～３時　
場所　�認定こども園こどものもり（松伏
町田中１－７－２７）　�児童館
内容　小学生で構成している人形劇団ピ
ーチが「コロボック」を披露します。
◆児童館２０周年記念特別事業 

太陽とあそぼう
日時　３月２９日�午後２時～４時
内容　�水ロケットを作ろう�太陽の黒点
観測（講師に環境カウンセラー　松本　孝氏）
定員・費用　��とも各２０人・無料
お申込み　２２日�までに児童館へ。
◆市民天体観望会 
日時　３月７日�午後７時～８時　
内容　「オリオン大星雲、土星の観望」
中学生以下は保護者の同伴が必要です。
※観測できない場合は８日�に延期。
◆青少年相談員のおにいさんおねえさん
といっしょにあそぼう
日時　３月２２日�午後２時～３時３０分
内容　みんなで楽しくあそびます。
お申込み　当日、直接会場へ。
◆赤ちゃんらんど 
日時　３月６日�、４月３日�午前１０時～１１
時３０分　
内容　ふれあい遊び、絵本の読み聞かせ
などと座談会
対象　歩行未完成の赤ちゃんと保護者
お申込み　当日、直接会場へ。
◆あそぼうらんど 

屋内温水プール
お申込・問合せ�９８１・６４５２�９８２・７５１９

　下記２事業に参加される方は、原則
市内在住・在学・在勤の方に限ります。

児童館ワンダーランド
お申込・問合せ�９８１・６８１１�９８３・１８６５

対象時間開催日

子ども
～
一般

午前９時３０分～
１１時３０分

トランポ
リン

午前９時～
１１時４５分

バドミン
トン
卓　球

一般午前１０時～１１時健康体操

全７小学校で行います。３／７�
吉小、関小、栄小３／２１�

３月の休館日

時間開催日
午後２時～１４日�
午後６時３０分～２５日�

時間開催日
午後２時３０分～１４日�
午後７時～２５日�
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広報よしかわ　２００９年３月号　　18

庶務課
�９８２・９４５８、�９８１・５３９２

毎週金曜日（３月２０日除く）
午後１時２０分～４時２０分弁護士法律に関すること（相続、離婚、

債務など）　※要予約法 律 相 談

３月１２日�・４月９日�
午後１時３０分～３時３０分

行政相談
委員

国や市などの行政に関する苦情・
要望など　※要予約行 政 相 談

３月１７日�・４月２１日�
午後１時３０分～４時

人権擁護
委員

人権、差別問題など
（いじめ、家庭内暴力など）人 権 相 談

３月２日�・４月６日�
午後１時３０分～４時税理士税金全般（相続、贈与、譲渡など）税 務 相 談

３月５日�・４月２日�
午後１時３０分～３時３０分行政書士土地建物に関する問題など

（不動産登記、所有権、相続手続きなど）困りごと相談

市民参加推進課
�９８２・９６８５、�９８１・５６８２

３月９日�・３月２３日�
午後１時～４時

母子自立
支援員

女性が抱える悩み全般（離婚、
ＤＶなど）　※要予約女性総合相談

子育て支援課
�９８２・９５２９、�９８２・５５１３

４月１６日�
午前９時３０分～１１時

主任児童
委員子どもに関する保護者の悩み・

問題など
（子育て、不登校、いじめなど）

子 ど も と
家 庭 の 相 談 毎週木曜日

午後１時３０分～４時
家庭児童
相談員

子育て支援センター
�９８４・６３７７、�９８４・６３７８

３月５日�、４月２日�
午前９時３０分～１１時３０分保育士育児に関する悩みなど育 児 相 談

い ろ い ろ な 市 民 相 談（無 料）
少年センター　�・�９８１・３８６３
相 談 専 用　�９８１・３８６４

月～金曜日午前９時～午後５時、毎週土･日曜日午
後１時～３時（少年センター）※土 ･日要予約教 育 相 談

児童館ワンダーランド
�９８１・６８１１、�９８３・１８６５

毎週火曜日午前９時３０分～１１時３０分
（児童館ワンダーンド）※１７日・２４日はお休みです。

子 ど も と
家 庭 の 相 談

子育て支援課　�９８２・９５２９、�９８２・５５１３
※母子自立支援員が応対します。

毎週月曜日・金曜日午前９時～正午、毎週水曜日午後１時～４時（子
育て支援課内）※４月から金曜日の相談が、木曜日に変更になります。

母子家庭など
の 総 合 相 談

商工課　�９８２・９６９７、�９８１・５６８２
※消費生活相談員が応対します。

毎週火・木曜日（休日を除く）午前１０時～午後４時（正午～午後
１時を除く）※受付は午後３時まで（保健センター２階相談室）消費生活相談

商工課　�９８２・９６９７、�９８１・５６８２
※専門相談員が応対（指導・助言）します。

毎月第２・４水曜日（休日を除く）午前１０時～午後４時（正午～午
後１時を除く）（おあしす１階ミーティングルーム２）※要予約

若 年 者 就 職
支 援 相 談

商工課　�９８２・９６９７、�９８１・５６８２
※中小企業診断士・社会保険労務士が応対します。

毎月第１・３水曜日（休日を除く）午後１時３０分～
４時３０分（保健センター２階相談室）※要予約

商工業者経営・
労 働 相 談

第１保育所　�・�９８２･０２５９
第２保育所　�・�９８２･５３００
第３保育所　�・�９８２･４８７８

毎週月～金曜日午前９時～午後４時３０分
（各保育所）育 児 相 談

東 中 学 校　�９８２・００５５、�９８２・０２５８
南 中 学 校　�９８１・８７４９、�９８２・１４６９
中央中学校　�９８３・２６６８、�９８２・０２３６

毎週月～金曜日午前１０時３０分～午後４時３０分（各中
学校）※いじめや不登校などについての相談室です。さわやか相談

国保年金課年金係　�９８２・５１１７、�９８３・２２４４
※代理人の方は委任状が必要です。

毎週水曜日午前９時～午後４時（正午～午後１時
を除く）（国保年金課）　年 金 相 談

障害者相談支援センターすずらん　�・�９８１・８５１０
（吉川市吉川２－３－４－１０３）※精神保健福祉士が応対します。

毎週火～土曜日午後１時～６時００分（すずらん）
月～金曜日午前１１時から転送電話にて受付ます。

精神障がい者
相 談

おあしす（ミーティングルーム）で開設する相談

※祝日は、除きます。

無線で子どもの見守り放送を実施します。
期間 ･時間　３月２３日�～３０日�、４月８日
�～１５日�・午後３時３０分
お問合せ�市民安全課　直通�９８２・９４７１
◆不動産鑑定士による無料相談会 
日時　４月４日�午前１０時～午後４時
場所　�さいたま浦和会場（さいたま市浦
和コミュニティセンター第６集会室）浦和
駅下車。　�川越会場（丸広百貨店川越店
８階バンケットルーム）川越駅下車。
内容　不動産鑑定士が不動産の価格など
の相談に応じます。
お問合せ�（社）埼玉県不動産鑑定士協会
�０４８・８３８・０４８３
◆不動産無料相談日（予約不要） 
日時　３月２３日�午前１０時～午後３時
場所　宅建会館３階（越谷市役所前）
お問合せ�埼玉県宅地建物取引業協会越

谷支部事務局　�０４８・９６４・７６１１
◆子どもスマイルネット 
　子ども（原則１８歳未満）に関わるすべて
の悩みについて、県民の方から電話相談
を受ける窓口です。４月１日から、受付時
間が次の通りとなります。
日時　毎日（祝日、年末年始を除く）午前
９時～午後９時３０分（平日）、午前９時～午後
５時（土曜・日曜日）
相談電話　�０４８・８２２・７００７
※子どもの権利侵害についての面接相談
（予約制）も行っています。
お問合せ�子どもの権利擁護委員会�０４８
・８３４・８７５５、�０４８・８２２・４５５９
◆「ほっとサロン」 
　障がいをお持ちの方やご家族の方、生
活の中で感じている悩み事などを気軽に
語り合いましょう。

日時　３月１７日�午前１０時～正午
場所　保健センター２階　集団指導室
企画・運営　市内在住の身体障がい者で
身体障害相談員として福祉に理解があり、
県知事から委嘱を受けた２人です。
お問合せ�社会福祉課　直通�９８２・９５３０
◆平成２１・２２年度吉川市小規模建設工事
等契約希望者登録の受付を行っています
内容　市が発注する「小規模な建設工事等」
の契約を希望される方の登録受付で、こ
れまでの「軽微な建設工事等の入札参加資
格審査申請」に変わる登録制度です。
受付期間　市役所開庁時間内に随時受付ます。
※詳しくは市ホームページ ｢行政情報」の
｢入札・契約」よりご確認ください。
お問合せ�財政課管財係　直通　�９８２・
５９６６、�９８１・５３９２
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�

◆国保年金課臨時職員
業務内容　一般事務
勤務期間・時間　４月１日�～平成２２年３
月３１日�・午前８時３０分～午後５時（月曜日
～金曜日）
募集人員・賃金　１人・時給８００円
お申込 ･問合せ�３月１９日�までに写真を
張った履歴書を持って国保年金課へ。直
通�９８２・９５４６
◆学童保育室臨時職員 
業務内容　学童の保育および施設管理
勤務期間　９月３０日�まで（更新あり）
勤務時間　�平日午後１時～６時３０分の間
で、３～５時間３０分以内。�学校休業日午
前７時３０分～午後６時３０分の間で、３～７時
間３０分以内。
募集人員・賃金　若干名・時給９１０円
応募資格　保育士資格、幼稚園教諭また
は教員免許資格保持者など。
お申込・問合せ�随時受付。写真を張っ
た履歴書と保育士資格証などの写しを持
って子育て支援課へ。直通�９８２・９５２９、
�９８２・５５１３
◆防犯ボランティア 
　保第２公園防犯活動ステーションの運
営は、保第二公園防犯活動ステーション
運営委員会が行っています。現在１８団体
により活動していますが、個人または団
体による防犯活動ボランティアを募集し
ています。詳しい内容は、市民安全課ま
でご連絡ください。
お問合せ�市民安全課　直通�９８２・９４７１、
�９８１・５３９２
◆補導委員 
活動内容　市内を巡回、「愛の一声運動」
を展開します。
活動場所　市内全域
委嘱期間　４月～平成２３年３月まで
活動時間　�昼間　午後３時～５時　�夜
間　午後７時３０分～９時（月１回程度）
募集人数・報償費　��若干名（特に夜
間活動の方）・１回２,０００円（予定）
お申込み・問合せ�３月２日�から２３日�
（土・日曜日、祝日は除く）までに、応募
書類（少年センターで配布）を持って少年
センターへ直接または郵送（〒３４２－００５６
平沼１８３５番地　少年センターあて）で。直
通�９８１・３８６３
◆吉川市社会教育委員 

　募集
業務内容　吉川市社会教育行政を推進す
るため、当面する課題や施策について、
広い視野から調査研究し、教育委員会に
提言や意見を述べていただく機関です。
任期　平成２３年３月３１日までの２年間
対象　２０歳以上の市内在住、在勤、在学す
る方。ただし、既に市が設置している各種
審議会・委員会などの委員を２つ以上兼務
している方および市の関係者は除きます。
募集人数・報酬　２人・１回６,６００円
応募方法　４月１５日�まで（必着）に�所定
の申込書「吉川市社会教育委員応募申込
書」�作文（８００字以内、様式は自由）テー
マは、�「地域で子どもを育てるには」�
その他（ご自身で「社会教育に関するテー
マ」を設定）を持って生涯学習課へ直接ま
たは郵送（〒３４２－００５５　吉川一丁目２１番
地１３　吉川市教育委員会生涯学習課あ
て）で。※申込書は生涯学習課、中央公民
館、おあしすに配置してあります。
選考方法・結果　書類審査により選考・
４月２７日�までに本人に通知します。
お問合せ�生涯学習課　直通�９８４・３５６３
◆図書館協議会委員 
業務内容　年に数回の会議に出席し、市
図書館の運営に関する調査研究や図書館
が行うサービスなどについて協議します。
任期　４月～平成２３年３月
対象　２０歳以上の市内在住、在勤、在学の方
募集人数・報酬　３人・１回６,６００円
応募方法　３月２４日�まで（必着）に応募の
動機と、住所・氏名・年齢・職業・電話
番号を記入した書類（書式は自由）を持っ
て、直接またはＥメール ･ファクス・郵送
（〒３４２－００５８吉川市きよみ野１－１　市民
交流センターおあしす内市立図書館あて）
で。※Ｅメールの場合は、件名を「図書館協
議会委員募集について」としてください。
yoshikawa-mail@city.yoshikawa.saitama.jp
お問合せ�市民交流センターおあしす内
市立図書館　直通�９８４・１８８８、�９８３･５５００
◆第１回埼玉県警察官採用試験 
　試験区分、採用予定人員および受験資
格など詳細は、埼玉県警察ホームページ
で確認をお願いします。
受付場所　県警察採用センター（県庁第
二庁舎８階）または県内各警察署警務課（係）
申込手続　４月１日�～１５日�午前８時３０
分～午後５時３０分（土・日曜日、祝日は除
く）までに持参または郵送（〒３３０－８５３３さ
いたま市浦和区高砂３－１５－１　埼玉県警
察採用センターあて（申込期間内消印有

効））で。※インターネット（４月１４日�午
後５時まで）
第１次試験日　５月１０日�
埼玉県警察就職説明会 

※予約が必要。駐車場がありませんので自
動車、オートバイなどでのご来場はご遠慮
ください。筆記用具を持参してください。
お申込・問合せ�埼玉県警察採用センタ
ー　�０１２０・３７３５１４、県内各警察署、
http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/
◆自衛官 

お問合せ�自衛隊朝霞地域事務所　�
０４８・４６６・４４３５、ホームページアドレス
http://www.mod.go.jp/pco/saitama/

�

◆再利用品交換制度　　　　　　　　　
譲ります〈無料〉乾燥機、登山靴（女性用）、
ボールプール、プレイング・ジム、３人掛
籐椅子〈価格応談〉女児用衣類 ､ベビーカ
ー、鏡台、ベビーベッド、エレクトーン
譲ってください〈無料〉二段ベッド、車い
す、チャイルドシート〈価格応談〉自転車、
女子学生用雨ガッパ
お問合せ�商工課　直通�９８２・９６９７、�
９８１・５６８２
◆メロディー放送の時間変更のお知らせ
　防災行政無線の放送時間が、４月１日�
から９月３０日�まで、午後５時３０分となり
ます。
お問合せ�市民安全課　直通�９８２・９４７１
◆子どもの見守り放送を実施します 
　子どもたちの安全確保のため、防災行政

　お知らせ　

場所説明会受付期日

埼玉県
警察学
校

午後５時５０分
～８時３０分

午後５時３０分
～５時５０分

３／１０
�

午前９時５０分～
午後０時３０分

午前９時３０分
～９時５０分３／１４

� 午後２時～
午後５時

午後１時３０分
～２時

五月人形 
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在宅介護、アルバイト募集！ 
※学生、無資格も可（入社後資格取得） 
※勤務地 ： 吉川市内　勤務時間 ： 夜勤帯他 

※詳細はお問い合わせ下さい。 

（有）ケアステーションひまわり（担当 ： アジロ） 
TEL : 03-3843-1103　himawari-c@tctv.ne.jp

受付期間応募資格募集項目

４月１日�
～

５月１２日�

２０歳～２６歳未満の者
（２２歳未満の者は大卒
（見込含）大学院修士
学位取得者（海上技
術幹部候補生志願者
は、理工学修士学位
取得者に限る）および
自衛官は２８歳未満

一般 ･
技術幹部
候補生

お問合せ
ください

１８歳～２７歳未満の者
一般曹
候補生
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ご利用者様募集中 

〒342－0001 

吉川市上内川444－1 

　 048－993－1515(担当／柴田・長谷川)

施設見学歓迎 
元気で百歳!!
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第１４回 吉川市民まつり一般参加団体・出演者募集！

み
ん
な
を
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に
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せ
て
く
れ
る
元
気
で

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね
。

開 催 日　１１月１５日�
場　　所　おあしす、永田公園
参加資格　�参加団体 � 営利目的、政治、宗教に関する出展でないこと。
　　　　　�屋外ステージ出演者 � 特にありません。
参加費用　�参加団体 � ３,０００円。その他オプションとして、テント、イス、テーブル、展示パネル、電気使用

料などの一部が別途有料となります。
　　　　　�屋外ステージ出演者 � 無料

※減免　販売行為を行わず公共的な啓発活動を行う出展などで、市民まつり運営委員会が認めた場
合に限り減免となります。

そ の 他　市民まつりの詳細については、今後の運営委員会で決定していきますので、あらかじめご了承くだ
さい。

お申込・問合せ　４月３０日�までに参加費用を添えて（参加団体の場合）、直接市民参加推進課（市民まつり運
営委員会事務局）へ。直通�９８２・９６８５、�９８１・５６８２
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わが家のアイドル
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